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ナチ K を舊刊 巧の 言葉 

ま费事 巧を 餐機 とするな 舊巧囊 S な展は •これに S ナ を】】 《大 《により、 器 
を 主を 器供# ブ 。，ク とで、 この 寡た 的 まは •* ミに •巧 米 巧 まま 義共 5 賴を輪 
巧々 しめ •インド、 w ホ、 巧拥 、カナダ 冷を 巧に 互る 巧 日# Aw をが はせ しめんと する。 

ナチ* •ドイツは 何に よつて、 か < も* 巧 的 » 巧を « 巧した か。 C れこ そじ* トブ1» 統 
が •日 « か 巧 共が 軸に よる •ゲルマン 圃の w 立よ につで 寅 巧し 巧た 4 ので あ D、 しかも 今や 
お 本 W ホ A じより、 イ ゲリ* の植巧 地み 離は、 更に 巧し を 化 ホち 巧 度に せんと ナ so 

I に 巧 興 ドイツは、 《•か 日 ま S を奚 し、 B ま ミ S して、 S* んと ナ~&舊 

» 拥 に、 巧し ♦サ ホを 巧技 古ん とする 0 

わ < て ド イブ fc かる ci は、 日本 t 知る ことで も®.* た 日本を かる C とは 》 ドイツ fc 巧 
巧ナる ことで わる 0 

ネ*; 巧は、 C の 日ネ！ ド イブの » 巧なる 世み たか B なを 〇膽 し、 再 « 化する た 》 にナ* ' * • 
ドイツの 本 貧を WW せんとし、 か ♦で、 みが 日ネポ 何を 巧ナ V ♦わの 儒 月の 阳 «に« ナ 6、 
明耀 なる 解み I 巧 へんと する 4 ので &る〇 
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ナチ スの 放送 戰爭 




巧 戲爭と ラ デオ® 


をの 勝利 < 

~ ィぶ ぞと にょつ て ィ言ス 的 裳を 作り上げる ことに 寞 し、* た 
i も レ す ス的黨 を 守り •ィギリスを ま 巧车る 近世 史を薑 の 巧 

t ^;^^^^^^^^ホを巧ミスぺィンをの北志ち ィギ支はその褒的 

1 なミ ぺ ィ ン無化巧なを 打破り> をに初| ， 。ゥ パ中 
I ..! 巧を 苗 ホを 窟し •やがて 世み 制 巧の 锭 •塞へ 掠 巧の 巧换を 進け 
， せしめた の - でを クち讀 ま 那に霍 に > スペィン 、ポルトガル、 オランダと 巧逐 しつ、 

舊し 巧つ たィギ 9 K は •化 等 QS ま 日 案お畜 地盤で ゎり、 某 S たる 惡孚 

一 »拥 ホ ホと ブデホ ホ 



ナナス。 化を 巧爭 

こををしホつたことを化て-^るち 一六一九年オランダと塞にがけを巧巧盟ををび ス 
ペィン： ホルト ガル ー画の 東げ 進 W にが 抗す ると 同時に •一方に 巧た 是 をして 锁幽の 方 
巧に 向は し •ゎ •そのこと にょつ て 某 お ホ 阅を盟 蒙き み 裂 化 態に 陷た某 海上 巧 力ち 
し、 を 船 並に おか 商人を 贴喊 ょり 切 離し、 かくて 印 巧—’ 裹を讓 し •巧に， での 園 
西た リし オランダに おしては 一六を 一年 獲が 例を 發 して その 海上 梢を 壓迫壽 せしめ 代 
つて 進出せ る フランス におして は 激し. い務爭 八後フ ラ'; 革命を 通じて 勝利を 巧を に その 
乂 おがは たつの おを 制ず と 一す はれ、 をの 掠を せる が 出は お 巧 資源 知を 化 のみでな く 海上 义 
あの 雲を 巧へ てな に 海が 黄を ル 1 卜を 完成し •また 化 ホの 海に 难お 窜繁 巧り 迴 らして 通 
银义 傅 おを 巧 化し •ミ 海の 一二つ り 蒙 •おがと 做が お她 と！ 蕾械 。上に ぶつて なめて、 
が 巧 地 民 おの 巧り-に 養 舊槪の 叫 裳の 中に もを をて 夢を をる こを 化來 S でぁつ ち 

とむ ィギリスの 化が 制 おにと つて 代えと し静 々巧備 をを へつ、 をつ た カイゼル •ドイツ 
におし イ ギリ* は •第ー ホ 供洲乂 戰巧始 さる、 や •その 大诲 おを はて ドイツの 冀封销 をな 
すと 同時に •ドイツの 霞せ る 海 眩 養を 一窝 涅に 互つ てが 断し、 逆 信 墓を 巧つ たので ゎ 
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この お 巧は 「ドイツは 巧爭に 勝つ て‘ 试 がに 負けた」 とお 現されて わる かく •をく ドイツが 
を 不利を 化 巧に おれ •化 ホの 輿論は イギリスの 化 ふま- に引姻 された ので あつた々 

をれ よ 〇 のか お 年が の 今 H •ナチ ス •ドイツは ヒ トラ I おがの 天ネ的 頭臘の 下に 巧し ネ戰 
ホ网 ぶの 珪設を 進ろ 「おの イす こに 對し 「をの ドイ こを て挑戰 したので あつちが 
ち 海 巧と 诲带 基地と 海 睹帯絲 に 代つ て •巧 巧と をを をむ 闽 十一を 設と •をして ラ デ オムに よる 
立 賄の なか 玻 によつ て、 が 倒め な 勝利を 獲 巧し つ、 あるので わる。 

このが 一一み な 洲戰爭 にがけ る ドイツの 巧 勢は •を 巧堯 をに をの 時代が 到達せ るで とを 明白 
ならしむ ると 同時に、 ラ デオは 所謂 义化機 測と しての みが 在す ベ々 でな く •今や 新 銳の巧 器 
として 巧 ひに 參 加すべき である ことを が 示す る もので あり •更にを の 載 ひそれ 巧みが おしい 
文化 巧 逆で わる ことを ち證 したので あつた。 


一 曲拥 « 巧と ラず 才巧 



♦ ♦ス の ホを 載夕 

2 放送 戰時植 制 _ 

昭か 十四 年 九 巧】 日* 巧 かの 巧 $ 助を 巧 倍 ホる ボ ー ランド 巧の シレジア 地方 巧 文， 化 送 
巧 巧 巧の が舉 におし •ヒ トラ I 巧が が 「巧 力には 巧 力を なて 1 」 と 巧 ホの 巧 巧の 中に 叫ん 
で 立つ や •イギリス •フランス も 對巧宜 巧ホ谁 によつ て ドイツの 巧を を ホが せんとし •巧に 
風 爭は巧 力 巧の 化 巧 的 段 時 にんり 》 み 巧の 巧を も巧驳 せる 巧 時短 制 下に 垣 かれた ので わ 
つた。 

化づ イギリスは •ドイツの 空 巧を 養に 者 巧し •化 送に よるれ 拽の馨 を 迸 ミた め、 を 
闽の 放送局の 彼 おを 二つに 1 し、 またを 田を 同一の ホ 狙に をり ホし、 31 ル サイン や 6 — 
ヵル • ,1 1 1 K も 中止し •化 長と なお 巧を による 化を 局の み 別を 不可能に し •§ の 巧閒巧 
はな 空よ ゎ Q ま K 望を 巧へ る ミ Q をい 营 した 0 で わつ た •併」 乍ら CS は 他 巧に 
二つの 不 巧を を 半つ た。 卽 ちちの 化 おを 變 へて 二つの 化 長に M した 地方に よつ ては 


0 



畐ぶ 送よ ミ •ト イツ 傅 Q なお' 0 ホが を わによ < なえる と 5 袋が 現れた こもちを 
两を巧 i 化に したお 巧 •巧と しては ほを so 地方 忆空癸 巧を た 巧 ミ そ 〇を寒 
報は 含に 尚 時に 送 脚され を か 巧く 0 方に 住む 人 A 0 良 0 夢を 巧" 含 浸 空 表り 巧 
ら すと いふ おおを 生ずる をが わつ たので わつ ち 覆つ てこの 摄は閒 もを くを さ楚の 

で わるが ) 

之に おして ドイツの 苗內 S はさし をる g 化 もを く > を 巧の みれ 舊 のな «も舊 の？ で 
た 互宗巧 Q 窠惡を 作ぶ し •肢送 局を 囊畜と 中央が S をに 分つ て 二つむ 巧なる 
^ を 送で たの— つち これ ミつ て ドイツの 苗內 放送は イギリスり 巧 合に 見ら 契が 
な不 巧な は 全く おく •をの 巧 巧を ホ々 化畫し 巧た ので わつ た。 

巧に ドイツは ホ 愛送鬟 おを を憲」 > を 0 養を M いを は義 乃^**^ に 掌 

る ことと し •芭 S デ •マ— による Howt 整した S で わつ ちか S 放送な どに 餘り 
みのない 巧が 苗を どから おる と* こ S 重な 義化不 に 化を る 力 も かを 心が"' — 

a ， パの か< 巧い 地巧 にを を 送が をれ て わる 巧では •ぞ 蓋© ま 复 でも 室に か 

一 » 拥 g ホと ブザォ 載 




ナチ K の 化 送 巧み 

聞 化 おが 规ぇ るので あつて、 を 閑 化に 内 闽の故 おかみを 聽 かせる には お 張 〇 化の 煤な 触 巧な 
化 令が 必要な ので わる。 摄 がむ 中 このが かを ドイツの 接 端なる 統制 主 遊の 巧れ として 顿 笑し 
てむ た イギリス も、 今、 や戰 がの 不利に 加へ て ドイツの 巧みなる 巧 化 列の 巧 動と 巧 おつた を臾 
かなに ょる 閣内 矩亂の おがに 聊か 慌て 氣 化に なつて ねる 谈 である。 

フランス にあつ ては 闲巧 とお 替の化 送 局が ぶに を 立し •おかおの 巧 機巧 とりや 廣吿化 おむ 
爭 がを やつて ねた 平が 化 態から ながを 故 送 局を 陸 おがの 瞥が 下に 超いて 戰 はんとし たので あ 
つたが •乂措 フランスの 化 送は ドイツに 比べて 甚だ 巧 おな もので あ 0» フラン. スに 巧て フラ 
ンスの 化 送を 巧 わぅ として 巧が 器の ダイヤルを 廻す と、 必ず ドイツの なおが 二つ 一二つ 入つ て 
ホて フランスの 放送は なか <捉 まらない。 やつと フランス語の 化 送が 化た かと 化ん とそれ 
が ドイツ Q 7 ラン Kills 接化茲 でを つち 等と 一 I 化 肉な 蒙 城 ホ 直が に 辭られ て 
ゎた 化 態で わ 0 •悼 募 3 晚巧卜 に 泣いて 化た がが をく ドイツの 蓋に が 倒され 节巧 動む 
餘地 はな かつた。 

な 上 ドイツ 並に おかの ポ- ランド 巧 開始を 時の 朗內化 送の 讓の 巧く 大をな •へて 來 たの 
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で わを • - N を そ S 蒙戰 化と 照」 合は せ 5 へて おる も雙 if 護に 恐れて 璧 
ホに 放送 雲 送 端な 制限を 巧つ た イギリス 至を はどぅで わらぅ •おど ドイツ 秦 の制壓 
下 i れ速 日變— がが 悠然と 巧 はれて わるで ばない か。 之に を隻 養を むは 
をい 從 つて 所謂 巧累 には ミ 繁を便 〇 に 空 巧が 可能— る 芝 ドイツ 0 上空は 藉 でぁ 
らう。 勿論 何回 か Q イギ 9 K 豐臺 はわつ たが、 をが ド イプ 0 故— 波 〇建 わつ を 
爲に ドイツ 上を に 達ず る ことが W 襄も Q とは おへらを い。 

.筆る に 放送 S 或は 故送蓉 は裹 におして 或が 件む 下にぶ お 度の 璧を與 へる こを 
わる かも 知れぬ が •空な は 化 送 si 導 巧 無に 拘らず 充分け はれ 巧る と 考へわ ばなら ね。 
さぅ だと すれち イギリスの 如く 蓋を 忍んで まで 化 おの變お を 巧 ふょりは •ドイツ。 かく 
巧 極 的に 故 f 化 ひ •化 送を 攻 が— 器援ふ ことこ そ 結 霞に 對 ずる 最大 0 巧 歎 どなる の 
ではなから ぅか。 

だが ドイツの 放送— 乃 おは— 計を はを てが の臺 を蒙祕 して わる 話では ない ので 
わ ミ： 芝： 个 索ょり ホ かの 器が ぁつたれば こそ 巧爭閲 おに 當 つて？、 隻を猎 ちた 

一 » 拥 •ザと ラ デナ 度 


ナ： 。お s * 

り •まは 軍の s てに tt いたりす るか 巧 も & く • 巧ム がみ 放送を 巧 if 古しめ る c とが 巧 ホた 
ので あつたり 

ヒ トラ I がな 樣を巧 巧して が ホ •ラ デオ のな 能を 特にち 規 し、 巧 巧 鼓送會 社を を傅餐 のな 
な 下に 遣いて •他の 巧が 門と 閱連 せしめつ 、接を 的な 企畫の 下に 宜傅 文化 工作に をのを 能力 
を 獲が せしめた ことは •巧に 巧々 が 介され てがた 所で わるが、 巧に なをの 巧容や 制を ばれり 
でな < 化 送 局のを 設計 畫も その 一例で ある。 ’ 

ドィツの 化 送 局 建設は 苗 ± か餐 •が 巧許畫 との 巧 fss の 下に か畫 まれた ものである* 
をの 巧41 •計畫 は、 フランス やポ I ランド 等に 見られた か < •借 か】 二の ホ 巧 都巿の 空な まは 
卜い巧にょつ て田まのを：を|^^^， 巧お產案が巧ど巧巧に巧するとすム株な少巧大巧ホお中の近 
代 因 おに 代つ て、 を < がしい 巧を 执架 の连 鼓を 目な としてな され、 巧 お 施設 秦 地方に 分散 
せしめ* が-化の 人口 制 化を をし •大巧 巧を おけて 平均せ る 巧を が ホを が 巧 せしめを ので ある 
が、 放を お 巧教も 之と 菜 何して 》 1 二の 化 送 局に のみ 巧 巧を 巧 < ことは せず •备巧 方 局の 巧 
能をホ^して化ホ文化む中なたらしめると同時に* ドィツのどの化ホにわつて^^少くとも兰 


— 1〇 


0 のな 養 Q せ 送が？ f 獲に ま 2 れて ねる QI る。 ミことは ドイッ 0 放这に 中、 む 
がない と 言 ふこと ではない。 a ての 局が 中を & り 巧る 巧 能を 併へ ク t 奠 巧の 指令の 下に 
一 れず •逆 巧され て わるので ぁ ミ かくで な 令 一つの 化 送 局 力 空が その 化に ょつて 化 送す 
能と なつても •をが 直ちに 含の 臺 にを 命が を 巧へ ると 一 おん 様を ことには をら ホ •また 
その 放送を 巧いて たた 巧 雾は窒 化の 放送局 0 霞を へる ミに ょつ て窒 なるな 道を 
K ちに を 信裝 るので わ？、 ドイッ Q 重は 巧 かる 强 巧を 放送網を はて S はれて わたので 
わつた。 

4 た 今 ホの な 洲 大巧に 直^^な の わる 夕 巧では めを 巧の 化 巧で わるが 》 ド イブには 化送從 

妻を は S 養が を •人が を 養す る 一ち 望 0 かく 蓋 畜を强 でた ためな 養が 

の人がは極めて夏宮でわり、 いざ閒巧といム巧合固內の化送に何等の^もな<> 直ちに巧 
ての 計畫 通り 巧 巧を るみ 乗を 巧戍し •之を かがの 备所 にが 巧に 巧み 至 巧た ので わつ ち 
ホを は 化 管 S をを S して 空 おにを つて 巧 急 0 なをを なし、 或は 占 § 曲 0 な 送 局を 
K ちに— し •ぶは おおを 思 製ち •まは 敵軍を まし •案 舍蔚？ ナ 《ン T を 用 

一 敵！ B * 争と ブ ザ* « _ 
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ォチ K の 巧 送 巧 巧 

怠して かがの ザに ドィツの 生々 しを 勝利を 化へ る 等 •をの 巧 巧は をに 今 ホの 大巧を 上に 特異 
なが 在で あリ •その 巧 終は 特筆に 化する もので わらう。 

巧が 凶に かても •近頃 お 線ぶ 送 等が 唔 へられ、 戰 時に がける ラ デォの 巧究が 進んで ホた こ 
とは 專ば しい ことでは あるが •巧 線ぶ 送の 如く かに 利用され ぬ 様、 がに 聞かさね 株に と 巧 紫 
の ホ 面 のみでな くが ろ ラ デオの 特性を 生かして •かに ㈱ かせる が •がを 攻擊 する 巧な ホが を 
も おへるべき であらう。 そして おしを 巧を 巧 巧して が 線 放送を 澈底 的に 推し 進めるなら •當 
なお 殺を 她 下に 埋める ことを 考へ •史に 地： 卜 な 送 材* 地下 都 かの 嫂設 にまで おへ 化ぶべき で 
わる。 I 化を 巧を うけた お 合茄大 なる 被蒂 をな あされる 現 化の 蒂 倚を なおを 化谊 しては •巧 
巧ぶ をの 巧 時に めける をを 递 用は 巧し 難く 化 はれる ので ある。 . 

3 を 図の 宣傳戰 ‘ 

.愈 e ドィツ •ボ I ランド 巧の 义 まが 切られる や • m —《 ，パみ 巧の クデォ はえ* 化な なぶ 
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か 巧を 閒始 したので わるち み 田のを 傳 3 ホ おを 拾つ て おる ち ホづポ L フン ドは ドイツ お 
のを 度を 幽ん におへ 化 ホの 同 がをお かんとし •またがが のがん 巧 助を 巧む I ぶ獨 か^ 化师を 
策し*「ドイツ空おカトリ ， ク巧みを爆#ず」 との a * 1スをふりまを* カトリ ， クホドイツ 
人並に カトリ， クが 尚た る イタリアの 人 也に 動 巧を 巧 へんと した S である。 

こ Q ポ J ラ ン ド を拽 么 イ ギ リ ス はと に げ庶し て を山ま義闽家 の 化巧を說 い て _ア イ リ カ を參 
戰に 巧かん とし > 或は 「化は ナチ K 化 雄で あり ドイツ 閣 巧では ない」 との 化 送を 棘 おし ドイ 
ツ Q 國巧 S を 計り •巧に 节 巧が 巧閒 にを 力を 擧げ 「獨ソ 協 巧は ドイツの 巧 お 協 おに 對 する 
ぶが なり」 との 宜 傅を 化烈 なる 巧を W て 流布せ しめ、 巧は ドイツ 巧 0 脱がを 宜 巧し •之が た 
め當 時日 ネ上ほ 郁の 一な •所謂 知識 陪な •曾 論^ 等の 大部々 はを^ この イギリス のぶが 謀 
がに 乘ぜ られ •ドイツを 巧が をと 誌り > ドイツの 化 巧を 信じ •遺が なく 白日の 無知 謀を 巧帮 
し •巧に お 洲 問題は なが 巧ち 内が 遺 元と をり •な 洲大 興す 介入が お 明 さた S 闽问拙 だが 
.論 ホは 巧* としてを の 哀れむ ぺを r ち 明を る 見 巧」 を 謗つ てゐ たので あつた 0( このが な g 
わ 中に 揭り巧 誌 「戰 爭义 化」 のみが 巧に 正し ホ お 解を なて イギリスの 巧 謀を をを •やがて 約 
一 保洲巧 かと ブデ ♦« 
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‘ ナナスの 化を 巧が 

一年の 後黨 兵が S 巧 踏に よる ロイテル 碰信 日本 ま お 巧 コックスの 檢擧 によつ てこの 策謀の 眞 
巧が 明な にさむ たので あつた。】 (附 なを お】 

をして このが 勢に げ應 する かの かく イギリスの 放送は 「日 木は 必ず イギリスに 味方す る」 

と 叫んで たたので ある。 ' 

フランス におつ ては 連日 巧佛の 固く 提携すべき ととと* 闽 巧の 戰ホ氣 分を おリ 立てる こと 
に必 •化で あり 》 ア メリ カは 「國 家と しては 中ぶ をが るが、 個人と しての ホ剧 にを しては 4- 
き 守る やぅ 坚ボ する ことは 裝 ぬ」 ちか 資に アメリカの 辆點を 巧して 所!^ 撐 的中ぶ 
•を踞 明した ので おつた。 

こ馨 自由 ホ 苑阁お 群に 對 して ドイツは 獨 がが 軸の おおを 宜曾 > 今 目の 戰 をの 巧 化は をく 
イギリス ー 围の巧 巧に して •ドイツは イギリス のみ. を 庭の 化と して 戰ム ことを 强 調' 吏に 巧 
.てより アメリカ 喊 化に ドイツ お備の 怖るべき ことを 說を •アメリカの 中立 維が を別說 する リ 

シドで ク乂援 言葉を 藉 りて がみに 放送 •富 囊闲 家閒を 蓋し •ル 阐蘿 をして 星 

を 守らし めんと する ので あつた。 
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之に 應 じて イタリア も植 軸の 强固 なること を宜 言ず ると 共に* アメリカ、 フランス 》 バル 
カンを 牽制し •ドイツの が 巧を を泰 たらしむ る策玻 的中 立を 持して わた。 がるに 剛 かに 樞軸 
固の】 貝た る：：： 本に がて さへ ~ このを、 むの 策 巧を 知らぅ ともせ ホ、 巧に イタリア 參戰 せず と 3 
理 かを 1$ て 巧軸危 しよ する 英米の 謀が 的な がに ザを 薪す 著の 如何に 夕 かりし ことた 巧々 は 
今な にか 巧に R 本の 1 目論 機 餅が ち 米 0 ながに 巧ら されて がた かを 賊 みると 巧に、 先 助を 惟ん 
にが へられた 「イタリア おし」 とい 哉が •何が から 生れ、 何を 蔥樹 する もので あるかを 冷靜 
に 判廝し 》 また そむを 麥 寄せん とする いと も 巧妙なる 义 もらしを 现 山を も 撒 I 提的 じが 剖して 

この 誤 まれる 幻想 をれ 破す ベを であらぅ 0 

' . . 

4 電波は 说れ 飛ぶ 

、’ 

賊が 十四 年 八 巧 •日ち 巧な お談は イギリス 側の 策動に ょ 〇 延引を 巧ね > 從 つて：：： 满が巧 お 
.協ぶ 强 化に 對 ずる 目 本 側の 態度は 化が 役 迷を つ だける •しかも ポ I ラ ’V 卜 問題は 刻々 切迫す 
一 採洲 がかと ラ デナ 巧 •‘ 
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ナ ホスの 化 送 度 巧 

ろヒ トラ-巧 がの 焦ち f 二十 一 H 巧ソ 不可な 協を' 成ち 註に まつて イギリスは 異を 
誤 巧 引 Q 嵩を 速し み 謀は 化 裂 •かくてを 世器閱 、むは •ホ 1 ランドに 榮 中し、 サ 髮は柔 
かな法命を祕めたま、刻*と移りゆ<。八パーニ十 一 Rか後八時(日本時もj"" 一 1ザ'-8心ん) 
ポ— ランド f レ ジア 化 ニケ ザに がて 越境： トイ ツ f 谢戟 中表 ニユ 1 スが化 芝 ザ りを 
巧つ-町から がへ •的から 巧へ とがれる ラウド ズピ ー カ 'I のが 1— - 
乂巧 一日 【ベルリン ーり 巧裘乂 朝舊】 かが 四時 ドイツ 化 送は 「がんに がして は 
资を がて i へる 夏 ドイツ ボに 巧へ た 心 トラ 1 篆曾 香を 化 送 •ミいて ダン チ 
ヒ ぶ ドイツ 送々 と ダンチヒ 缉望囊 フ * ルス タ 1 巧の 器ぶ. ¥ 化 送。 

.巧 巧 冒つ ル リン ー日 勞同 助】 ラず 才は 殆ど 卜 かわを に特刖 一ー ユ—ス をな^ 
トラ 1 化 巧の 巧 含靈も 巧まで 五六 回 も おおしく 化 送され、 賈い畜 を 化して む 
る。 またが 設の巧 巧 S は 一日 •装 ラ デオ 化を の 褒を紫 じ •違 巧 芳は煤 前 ずる じ 護 

. ぉした。 , 

•-=^3巧円 (ベ ル9 ン 1 日を巧巧】 ドイツ かがは ラず 才を 通じて ポ ー ランド 闻巧 かり 
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のを か 巧 人の— お 難を 勸吿し ホの 如くが 巧した • 、 

一： ホ L フン ドを ホを なお おな とす 

一 •、軍す 巧 動 0 可能性 わるに ょり 》 ポ1 ランドに 巧を する. ル闽 人は 》 自己のを おにが て 
之を 巧 ふ ものと す 

村け 间目 〔ワルツ. - I 日 後 巧盟】 ワルプ I かおは】 n •獨波 閒の巧 岡が なにつ さが 
のかく 巧を した。 

『獨进 巧は 一 E ポ— ランド 担がい 各が がに 巧し •大規 おの 攻擊を 開始し、 巧に 卜： 補シレ 
ジアに も攻 ♦を 加へ つ：- わり' クラヵゥ > ヵト グィ， ツの 巧が 市は ドイツ 空 巧の 巧# を 
をけ た』 おはが おおが を もまでは ホが はを 巧の 巧を 倩 じな わつ たが、 をが おで 俄が お 巧 
のな 巧を 巧 巧し •巧を 矮に較 到 > 巧 卜：の 巧 逾は化 おした， 

巧り 同日 〔ベルリン】 日资 同盟 J ドイツ かがは I け ザ 朝 ラず 才を 通じて、 ドイツ 淮 
おはか 巧のを おにょり > ポ1 ランド 巧あグ デ-ー ア おを 封 頌 したを 公ましわ。- 

M 巧 同日 〔ベルリン】 n 兹同削 J 一：：！ ドイツ 空 ボがク ク为ゥ •サト ヴィヴ ツ •ゲ a 
一 »拥 载 ザと ブデォ g 
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ナナス c 化を 巧が 

トナ ゥ等 をな む 他な 備郝 W を提 巧した との ツル ソふ送 巧 公 •墓に おし •ド ィを巧 省 
スポ I クス マンは、 んは をが 無が の虛說 なりと 否 おした。 

问 H 巧り 〔ソル ソい 一円 發同墅 ドイツを 軍は】 n かが ソルて 炼 がを かけ したが 
ポ— ランド 側 化 送 時では、 ツル ソ 1 を 巧を た ドイツ 機は、 ボ 1 ランド 蒙に ょつ てが 

匙され たと 發 おした。 ノ ' 、v 

d 巧 3U 〔a 1 マー ロを 村盟】 イタリア政府は ー ロ午を云時ム ソリ ー ニ 巧ぉ巧みの 

下に 妈巧 お議を S 備 •午後 W 巧 か ラ デ オを姐 じて、 今 蒙 獨波變 におし イタリアは 戰 
ホ こぶ 加せ ず 外 父 • S •經 を戰時 態勢 じ窗 き、 囊の 推移を 殿 重に 臟 する ことに 
か 化した おした。 

わ 筵に 营繁が 制は 解除され、 が 巧は 一脈 《寨を おじ、 ラ デ ホも闊 をが おに 
等く 叢 類の 化を を 化が として 一切が たてむ ろ ‘ 

问な一 曰 〔ワ ルソ丄 一日を 同盟】 を 輿 下の ワルソ 1 叟 は-フデ オの靈 器を 齒んで 
英佛 側の ポ ，ランド ま 巧に 關卞 る-一 r えに ザを がけ 化烈 なが 乎を 送つ てむ ミラ デオ 


18 



はげ 一口 Q を 巧に ょる— は 葛、 十ろ 霎 一王 あで ぁつたと 放送し： ト イツは 管. 
豪の 響な てポ ，ランド 贸薩を •1 しめんと し ミる が、 巧つ て 賢の 訓 

がと を巧、 レを な A / 强 める だけの ことで ぁると 說 いて ゐろ - 

質 同 曰 【•ヘルリン ー— 同盟】 V イツ 政府— さ 百 DNB 述磬を 通ち S 
の チ こご ン ちが i 含 謹が、 驚 S 奮を ドイツに 歸 せしめん として ゐ るが を 
だ 段し •ホの かく ドイツの 立場を •を 世 ホに 阳明 しち 

『チ- ンバこ 幕は 危局 回避の 爲を ゆる 賓を 試を と 音つ てね る 力 そた して 
は チ； ハレン 篡 は禹大 なる 次の 雲を 忘却して— ものと 言は ねぱ ならち 卽ち英 

固 こそは. trv 卜良 i 張を 巧へ、 ポ 1 ラ ’ V 卜を七 護 的に 七營 なる 叢 

を 碧 ホ しめたので をり •か、 る 塞 こを 今日の 事態を 巧來 したので ぁる。 現下の-驚 
におして をの 奮は ドイツに ぁりと なす チ； ハレンを がの 言明は、 をく あ 曾を おし 
ない。 ドろ 政が はあ秦 S に宜 つて 巧 波 係爭の 平が 的が かにが めて 來 つす 力巧國 

善 ミ 臺—— 章る— た。」 を 玉—— i のグ 

】 R 洗 ホ ホと ブデオ « 
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ナチ スの 巧を « 巧 

ライ ゲィ， ツ をの 化おケ がに かてが 期累闻 f 侵 化する に. 至る までは •おじて が ㈱ が^ 
を 倭 ミな わつ たので ある』 

巧 巧 口 〔ベルリン ー 百 後讀簽 帯 J ワルソ 1 では 證で 盛た、 ワルソ 1 爆が さ 
ると 報ち ドイツ語では カソリック 敎含 おがさる と 故 送して むる とのが 巧で わを ホ 
! ランド 語で それを 故 送 しないと ころから 見る と完 をに デマなる ことを 静 明して ねる。 
一畫は a ’ V トンに 聽 かせて 巧网 をを たろ 他方では カツ リ ，クべ ドイツ人に 聽を 
ょぅとの 巧脫 だ、 とこ、 では 音 はれて わる。 

かくして ヒ トラ— 震は 喊を にが こ 勝利 わ f ずを-化か … 余 も ホー羣 として 戰場 
におかん、 余に して 戰瑞に 淀た か、 かの 後 巧者は ゲ 1 リングな り： T リングに して 毙れ 
んか ヘス これを 巧ぐべし •ヘス じき 後は •ドイツ 閑が にして おも 巧氣 あるを これを 巧げ」 との 
膊 をの 大お說 を 巧 ひ t この おせは 電化と なつて を ドイツ 巧 巧む 十 •おを 鼓 巧す る。‘ 

化り 言 费 遂に臺 辈 •こ S の ラ' チ オはヒ トラ— 巧が‘ イギリス 壽 ，1 フランス 巧 
巧ア メリ 奚巧 巧と サ ホの 大立 物の 巧を のせて 飛 交ろ つい ーヶ H がまでは 天を 祖 み 閒お 



た 巡つ て « 斑^ 巧 巧 度を してね た 口 本 •をの 日本の が 聞は イギリス 尝 巧の 巧 送を をみ 
巧の 巧 詔 t なて 巧げ る。 

乂巧ゴ 百 〔TV トン ーニ H 巧 お n 乂お特 香 午が 十一 時 + 五分 (日本時間 ご 百 午後 セ 
時 十 化々) チ- ンパ レン 巧 相は、 對巧设 巧地熙 むが 献 完了と、 もに、 ブデ オを迦 じて 大 
巫が のか < をが ホに よびかけ •巧す お 巧を 巧む ふを げか 送した。 

『チは 今期 話 塞から このせ 送を して わる。 裳 巧は いまや ドイツとの 脚に 巧 爭が旗 にんつ 
た。 ヘン ダー ソン 大巧は 今 巧 ドイツ 化 巧に おしなを 的 巧 吿む通 巧を 乎 巧した が これにが 
し ドイツな 巧からは 何等の 巧を も お 巧され なかつ た。 これは 巧ず をな かする も S である。 
巧 巧 闲はポ I ランドが ナチ ス •ドイツに よつ て 侵が された 場合は 對波巧 助を 巧 ふとの 巧 
約を 盟巧 フランス と共に 巧ホ遂 巧す る ものである。 ヒ トラ I ながに おしては •た •、ぶ 力 
によつて のみ 化 ルし むる のみ だ。 予 がかまで 平 か 維 括の ために 燕した わら ゆる お 力は々 
や 水泡に W した。 予が 如何に これを 巧が とする かほ 摸して 巧きたい k 
村け 村 口 〔。ン ドン sn がが 巧大が お觉】 义试を 巧 デ 3 I ず 六が がて はバ ，キン ガ 
一 » 洗戰ザ とづ ザォホ 



ナナスの 化を 积巧 • 

な 股 till" か後襄 (n 蕉刚か 前 二 時；。 六藏 にす 對類賊 に 臨む 葉. 闕 

をが 北の 脚が じげ びかけ る 庶史の ラ デォ化 送を 巧 ひ 給 ひ 『別は 正 おなりと お ふ 原始的な 
府 則のを 酷-に 巧が おつて 巧す る ものでぁる』 抒を 的に 强 調され ••化 億の お •が 尚が か靜肅 
と 則な の 併を 舉げ菱 のを 宛ぅ サ をと を訴へ 給ぅ ち裝 巧の 御 養が 終る や 養々 

巧 かか 癸され、 つ だいて がか おはみ 巧 語に 制譯 され 巧 おけ あ 鈴を がへ た。 

问リ同 口 〔パリ S 日發 同盟^ 巧 网のお 獨宣戰 巧 吿に延 る、 こと 六時閒 • 午後 化 
時 ダラディエ 佛を 相は ラ デ オを述 じて フランスの 化 寂を 阁 巧に 吿げ •をブ ランスは をの 
あを と自 山を 題る ため‘ 一を してを 虜 ドイツに 對 して 戰 はんこと を 要望し ちその 雲 H 
おの 姐り。 

『フランスの 總 ての 巧 子 化び 搞 入ょ* 去る 乂巧 一日 彿が がが ボ ー ランドは 故も殘 が戰锁 
なる がが の馈 おとなつ ちを の闽 境は 侵害 せらた をの 都が はを 巧を 巧け ちその 流血 
のをの 巧 任は •ひとへ にを くヒ .トラ ふ 率ゐる 政が にある 0 だ。 ドイツ 0 望む ところは 
だ I ランドを# が ム •出が る だけが なにを 歐 に 拐. ゲ 巧へ フランスを 裳せ しめんと す 
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る じある。 この ff •へきを 虔に 對抗し •われく フランスは が闕 、わが 家 養び 
われ 巧が幫 Q 爲に戟 はなけ れぱ なら 《。われく はたく 〇志戰 ホが 課せられた 
がた めに 戰ホ卞 るの だ』 、 、 

.問 巧 同 曰つ ヘルリン ー音 おが 朝大 朝舊】 ヒ トラ 1 總 がは 一音 蓋 ドイツ 國巧西 
部 臟の獨 お 及 ミチ 營 におす る 一一 一つの 長い ホ 吿を發 し ラ デ オて化 送した W 廚 いに 
おする 布 巧では 巧國の 包齒化 策を 非が し 

『ドイツが 從米 養との 謗を 企てた 拘らず 養は 嵩 叢を とり •ホ L フン ド 巧趙 に 
つき 最を讓 を 寄せた が： ト イツは をを おおしち 舊が ドイツを 破畫ん とするな 
らぱ ドイツは これ 忆 巧手す る 華 巧 Q ドイツ 阐 巧が をる。 5 は 背 5 U 的を 貫 撒ず る 

の だ』 . 

と 述べ •西部 龍の 量に おする 布蓄 は、 養の 樂 求と 獨ソが 約の 雜を說 明し 西奇 

戮を 輩せ ょと 述づ ナチ 蕉 貴への ホ吿 では 闽 巧に おする 问 f 害を 述べて わ ミ 
间リ胃 〔ベルリン ーニ 日喬當 ドイツ 驚は 一二 曰 午 f デオを 通じて •英佛 の 載 

一 Rwif 巧と ラ デ オ* 



十 チ* の 巧 巧« 巧 

巧 姐 牒を考 巧す る ことを 化 巧した が •をの 巧給內 もは 
一 •ドィツは を 巧の ドィツ 单撤 おお 水を 巧 給ず 

一： ホ— ランドを し y が羅极 をが むせし めた S 一にを 化かの 巧 巧で ある 

一、々 後を* を 巧 ふ 夏を—- にち 楷〇援 は 蒙 負 ふべき ものである 

时片替 〔.ワシントン 晉诞萌 じ ル L スヴ V ルト 火が がは-三り 午後 h 時 ラ' チォを 
巧 じて を搏忆 呼び わけ、 ホ 巧. 0 中立が 持 ど 巧則卞 ると 同時に 乂が領 のお佛 巧に まする い 
巧を 示 巧す る 左の かき 满說を 巧つ た 

『ホ 瞬は 闲朵 としては 組く まで 中立を が轉 する をで わる。 で チは 側* の 茜が にお 
しては 网 おの 場合と 接に 化な ホを 守る やぅ 巧 求す る ことを なし 巧ない と 巧ろ か 
しこしても 予は乂 曲の 中立 ホに でかが 持の 爲 めせ 菩 をを ずが おで わる』 

M 巧 同 H 【ヴ ルソ- 一音 S 义韓 羞ポ ，ランド 化が は 一二 基の タラ デォ化 
送し ち 

『ド ィ ツ 害は落ド牟 K ょ り お具^^がす サ し め巧借が巧かを の 雙 通倍资を切巧卞 プ 


め お 巧 術を とらん としつ、 わる， おの 目的を なて な ホむ ドィツ 兵は ポ I ランドの わる 地 
がに 巧}^ でが 下した 丈の 報吿 がわる。 人 巧は ドィツ 3 落 下 巧は 巧 巧 補し 巧裝解 
がに お カサょ』 

尙》 巧かのお巧な巧布吿にヴルツ》は巧けにがきあがり、 ラデオは化が尚かとみにが 
佈の用 巧を 化 送し、 巧は 巧氣づ いて ホた。 

间巧同 曰 〔ブ ダべ 文 トー ニロ殘 同朋 J 《ン ガリ-- 化府は SH 午後 ラ デオを 通じて ハン 
ガ 91、 ユ ー ゴ I ス ラヴ ィア 、ル— マニア •プル ポリアの W 蜗 政府は 供 洲火戰 おおの 場 
合には 中ぶ 围 ブロ， クを おがすべく 協な 中で あるを 公 おした。 

同ち 同日 〔才 ，タワ S 日を 同盟】 カナダ 首相 マ， ケンジ ー •キング 巧 ば S リラず 才 
を通じてを巧民に化送、 ヒトブーな巧のサホ制巧_丄作を痛舉した巧* カナダ妈巧はなあ 
• めに 巧 苗と 協力す る 摸 要望した。 

问巧同日 〔》»1ョ1ク云0资巧巧い ホ困にがけるお巧‘竟巧のニユ1スは古扫午前 
ふ 時 二十を か 巧 •を ホ 3 ラデオ を】 巧に 中止して 巧が ニ ユース として 故 送され た。 

一 tt 拥 f と 9 デ オ« 
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、 


ナナ K のかを 巧ず ， 

5 ア セニ ア號事 件. 

九月 腎 •マ メリ カホ おの 話變ア 七 ニア 號蕃に 集まる。 卽 ち。 ン ドン. 發の二 r スに 
よれば T イギ 9 K 漏； ニア 城は イギリスからの— 巧 アメリカ人 •婦人 •兒盡 等の 非 
轟 貝を 滿 載、 a ン ドンを 提アメ 9 力へ 巧 ふ幣義 海峽に 於いて ドイツが 水腊の 糞を 
ぅけて 水雷に より 整を 巧 破され 化沒 •夕數 むな 攀 をした とが へらた 俄 タト イツ 巧 
なの 聲が 高まつ た 0 でを るが •尙イ ギリ X から 〇驾 報が 「紫 慘赛は 誤りて V トイ' ソ 
奮の 拖# による もので あを と訂 がした がに •巧 巧に 對 する 一抹の 疑問が がまれ たので あ 

つち - • 

之に おし ドイツ 政府は ラ デ オを 通じ 碧れば サ 乍ら ドイツが か 艦〇攻 巧を 巧 化 •「巧 船の 無を 

吿獲 がは ドイツ 攀 Q 囊禁 孝る 所でを り、 マ* 二 7 がは 恐らく 機が に觸れ をを あら 

ろ」 とのみ 畫 。ミ 事件に 關 する 化り ドイツの 幕は をく イすス に 窺され たかの 夕 

W 
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であつ たち やがて 十ち 壬 百 ダ， •ヘルス 宜巧 巧は 自ら マイクの 前に？ 「刑 蘿吿人 チ 
♦，チル 氏に 物を おく」 と 題して •を かかに ア 七 ニアが 蕃の瓷 と丢リ xs がなる 謀 
がを 完が なを 迄にを いたので ある。 

r なは ド*^ ツ化 巧の 大臣と して、. こ、 に ラダ オを 述じ嘗 にお 訊 わしたい。 を も 墓 あ 
るイ ギリ K 大攀 S 肇 卿と」 て 奮を な 了留を 度い」 と S をた この S によが は 
イギリスは 自ら： 二 7 號の 船底に 巧 計 化 掛の讀 を 巧け て 養を 討り •之を ドイツ 榮 
おの 化 業と して 逸み く 報道した ミを るが、 こ 〇缓が 巧く 養な かつた 0 で 慌て、 附近に 
をつ たイギ 9 K 蠢お 一一を に 蒂囊を 命じ 渐 くを 0 n 的を 雄」、 これを ドイツ 砲搬の 砲が 
と 訂正 報道した のでを るが •ミ 事 食は ア 七 ニア 號 より 箭 された アメ 。力 人の H が談 によ 

つても 明かで あると 述べ、 をた*^ いては このを を 下した'^， IX 驚拳腎 は 部 
から 詳しい 署が 巧つ て わる だら えらが： 蒙" を閒 ひたいと 化 肉を 交へ て •乎*, 乎 ル こそ 
も 費を なむ 無辜の 人 巧を 谋が にして アメリカを 蠢 せしめん とした— 人で t 、 が一み 
换洲火 耽の ルシ タニア 號 堯と问 がの 謀略で をる ことを 語り •坡 後に 「を 装の 敗累 よ、 一 

一 巧 wg ホと ラ デナ* 
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ナチ ス のせを 

H ハ 今から 巧が 巧吿乂 ウィンストン •チ* I チルの 答 辯が あるで せぅ」 とおんだ ので わつ た。 
この 化 送は 直ちにみ 巧 語に 話されて をれ*' 4^ に 送 巧され •イギリス はを < 面目を 义 ひ、 アセ 
* ア が お 件を 巡る 巧 美宜な 巧は 結局 ドイツの 勝利に をつ たので わるが、 これにょ つても イギ 
りスの 謀が のがる ベを ことを 知らね ぱ をらない 0 

6 ワ ル ソ ー 戰 線 

- ♦ 

ポ ランド 巧爭 2 お 後一 巧閒 、ドイツ 巧は な異的 進軍を 巧け* ヴルソ —の路 をは H * に 迫 
リ •世 巧の 巧は ベルリン 化を 局と ワル ソー 放送局に 巧 けられて ゐた 乂リ八 R * ワルソ I のは 
‘送はワルソー陷巧を巧ま、 ワルッ1が備司ををのホがをなて 「ドイツを巧は餘り一^^^巧でわ 
り •巧が 巧 空ぶ 設は をの 空 巧を まへ 巧ず •こ、 に ヴルソ I を 化 巧卞」 と あを •ポ I ランド 単 
にみ 乂のシ ■ック を 巧へ たので わつ た。 かし 乍ら イギリス、 フランス 側の 報道は 化の 如くな 
へて ヴルソ I を 巧を 否せ した。 . 
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九月 八日 【 c ン •トン 八 H を间 ffij 八日 巧 a イク I 逆 倍 化の ¥ る 所に よれば •ヮル 
ツ ー 巧 おは ドイツ 軍 入》 の 傅 へられた 時刻より 二 時間 も 後で ラ デオ化 送を 巧つ てを り、 
ドイツ巧のヴルソー巧ん說はボ^であるとしてゎる。 ホかおの化送で， かちはホ巧に 
おして* な 府は危 をを 趕 ける 巧め 巧を な 場が に' ホつ たが、 諸 巧は をし くみを 掘り •巧 都 
巧が の爲 ホをまで 巧 はれたい とお 就した。 

间 巧！！^ 日 〔パリ 八日を 同點 J アバ K 通信の 報 ホる 所に よれば* ヮルソ I 巧 術が. 川 令 
官ツ 》 マが 巧が 八 H 午後 十 時 •ツル ソ I 化 送 局より、 ヮルソ I ホ だ 瞄らず •ツル ソ I 化 
巧‘ がは ヴルソ I を 死守ず る抒 左の 如を 故 送 溃說を 巧つ たと 報じて ゐ る。 

『ポ I ランド 鼠 巧な 度 スミ グリ 亢 帥は •ヴル ソー防 おのを 巧 巧を 吾人に をね •お 人に 到 
して お 巧の な 入を 化 止す るよぅ お 命した。 巧々 の 口下の 化 巧は が 巧 ー ホ も かの 前進を 詐 
さねに をる。 もし ドイツ 巧が 重ねて 進ぞ するならば •をれ はポ ー ランドの がを 2 ! 巧 卒 
が ドイツ 巧の タンクの 下にが 巧され たを でを らぅ。 もし 化の ラ デ ォが炎 如か おする がが 
あれば* をれ はがを の 柏 巧に よつ てが がされ そ 時で をり •か I る 場合には ラデォ がかの 
一. K が f とブデ ♦瑜 
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ナナスの 化 送 K 巧 


化 0 方を にょ 0 て 命令が 建を 巧 ふ 祟と ならぅ』 

瓷 この やぅな 現 おが おつた か* どちらの 放送が ち S か 化 ホの おお 巧は が もに しま 
れ たので をる ち 之 こそ ドィツ 巧 送 S 冕し い 巧 班の おおで わつ たの だ。 

ドィツの 戰 卸は 先 づ巧烈 な 空 巧に 始まろ がのを がを 巧 ひ 飛行 蠢 をな 擊し道 巧 運 輪 お 
を 破？ ろ やがて 拐 おに 待 おする 髮の 我がは 蹇 の' 楠 力の 下に 离 境の】 巧を 巧 破ず 零 
一氣 にか Q 庭 郁 g 掛けて 8 ずる •を C 後に 機械化が 除が 巧いて 載 巧を が 李る •やがて 
自費で 運ばれた あおは みら 治安 維持に 當り •东肇 のを 師 達が がいて 義 にと りおろ ポ 
1 ランド 政が は斯く 巧を た Q でを を •靈 おはこ Q 巧 一が〇 敢が とおに 進擊し •九 H 八 
日 ワルツ 1- 市 ルに 到畫る 致単换 がが 一 放 驚を 卜ぃ領 する や谊 ちに ポ 1 ランド 語を なて ヴル 
ソ-降 巧の 化 送を 開な したので わつ ちち おし •ホ， ランド 側では 巿中 にあ^ 二 放送局を 
化 用して 7 ルツ， 死守を 需こ これよ 〇 を 一 請 昼つ て兩 S 化 養が 罵され たので わ 


る 0 


九月 义日 


r m I ク义 日を 同盟】 苔 二 r m 1 クに 達した プダ ベスト 诺 にょ 
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巾ぶ •ワ 、ルソ I 父は その 附近に わると 稱 されを ーヶ所む 放を 局が 巧】 波ち の を 用 ひ 
•てな 巧な 宜化 巧を なけて ねる。 卽ち 巧】 故 送 局が ドイツ語 說りポ I ランド 說 で* 

『ワ ルソ I は 今や ドイツ 軍のを 中に がせん としつ、 あり •ヒ トラ I ながは を 化 ホより が 
巧の 言葉を 巧 C つ、 ある。 巧 巧は 直ちに 凡ゆる 巧 おを 地下室に 化 お 込むべし •ドイツ 巧 
おの 巧査の おを 巧を を 巧され たものは i に 處すぺ し i 
もせ 送す れぱ •巧 二な 送 おは 立 あな ポ I ラシ K 語で > 

r を 力を 盡 して 巧々 の 都 ヴルブ I を ずれ •ヒドラ 》 はを 世み よりな 規 されて ねる J 
と 巧 返し •更にが をが • 

『ヴ ルソ 內お巧 商 化は された。 ポ— ラ. ンド おは 同 巧 人が ホ 巧 する がを 巧 虐な巧 
巧を 巧 ひつ、 をり •.ドイツ 巧に よつ ての み秩 ホが！： なされ るで わらぅ』 

と 呼びかければ •を ホは 》 

『捏 を說を 倩ず るかれ •巧 店 はげ 日 も 本日 も 巧 業し つ、 あり > 夕 巧に も不乂 なし。 非人 
道 的を 空 巧に も おらず ポ I ランド おと ワルツ ー 市 巧は を 巧まで な 巧わず つて わる』 

一 ホ 爭とブ デ ォ« 
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ナチ スめ 化を ホ 巧 

とやり おし •一二 二分 閒 澄す におち 共に をが を やつて わる 始末で わる。 

同 日 〔 rv トン 丸：！ 一楽 お日乂 おおち J 化 日 か 前 二 時 (日本 時閒 かが 卡 巧) ヮル 
ソ ー から ロン K ンに 入つ た ラず 才化 送は ドイツ 軍が 二 1 A から リル ソ J にお 入した ことを 
巧 おし 報じ* ドィツが ホ カは 十：：！ 朝を 巧して 入 巧を' む ふから ヮルソ J か W は 平靜を おす 
る やぅ •また 女子 化は 尸 かに W ないやぅ 巧が したを 化を した。 

词片卜日 〔ブダぺスト小りをが朝火朝お诺一 小リ朝ポーランド祭當おはヮルソ《を 
•死守 ふて お 觀戰に 人る 川む で わると ラダ オで 化な した。 

问月问 日 〔ロ ン ドン 卡 】 日を お朝大 朝が 董 十り お 小一 時 小 あか n ン ドンむ 肢 化が 
は ヮルソ I の紀波 化を おから 化 おされた ラデオ 放送 始まつ てながのを も 刺 的な = ユ I ス 
を おかした 〇卽ち アナ ウン サ I は、 『今 こ 0 故を おの 巧阁 でが 巧が 巧 はれて むます •窓から 
見る と ドィツが の乂 ななが 刻々 この 化 送 巧を 肖 指して 近づを つ、 あります。 絡し 巧* は 
この 化 送 局ょり が じて 撤退を しません •息の がく 股り 化を を W がする 巧 おで あ 〇 ます』 
と拖 叫した。 デ イリ-- •メ — ル 巧の 巧 ♦ると ころに ょると •右の 化 送では •アナ ウン サ 
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I の おに 交つ て I ® 錠 やを 巧の 後が される 巧が 手に かる やぅに 聞ぇ •ホいで アナ ゥン サ 
I はお 化な 策を 張り上げて 『ポ I ランド 人は 两の內 にある とかに あると を 問は ず 悉く 闽 
がせよ 》 今やな 曲は g 勢なる か 軍の た わに 巧 班され つ、 あ 〇』 と 叫んだ 〇が しこの 深夜 
の剌 的な 化 送は 閒も なく 巧 菩に滿 ちた 化 送と 巧つた。 可 トイ ツ 巧は あ 却の 餘儀 なきに 巧シ 
た』 と。 ‘ 

同け 小一 二日 〔》 ン ドン ±11 H 巧 巧 H 乂每 特電 J ポ I ヲンド 政 おは- Hll 日 ツル ソ I か 
らのラ デォか 送で ホの^ 畫 ベち 『波 がは ドイツを 巧が 何等 ボが 施設な き 巧々 におして 
化か 的に 巧 夕を巧 ひつ、 ある おに 文 剛讓閣 政が のが 惹を おおす る』 

九 巧 十が 日 〔ニュ ーョ1ク 巧 朱 日 乂 站特 を'】 當 地に 達した が 報に よると •レンべ ル 
グ巧お 局は 十 お H かお 二 時 •二で あの ボ ー ランドぶ がが ドイツち のぶおで 殺傷を を ひ 》 
ホ 巧 岡 負の 災害 おは よりも 夕 いと 化 送 •な 目を 惹 いて わる。 

巧り 十 セ H 〔ベルリン 十と n おが 口火な 特 帯：！ ドイツが ツル ソ I のポ I ランドが に 
なつた 卡と H の ラデォ •メ ，セ I ジは ドイツ ああな 巧 か 部の お あを 帶び たもので 致 か ド 
一 dHEg ザと ブデォ 栽 



ナチ ス のな 送 g 爭 

イツ 語で 發 おされ 史にポ L 7 ンド說 で 操 返し、 イ ，セ 1 ジ 蒙を ポ， ランド 第 側から ぉ 
らサ るが 長を 指 化せる も^であるが •をのの がは あの 姐り 『ワ ルソ ー •ワ ルソ ー この 
•通信は 巧える^、 货ホ がを 説せ るを 談 におす る 化かは ホの 通 〇 である、 ポ ー ランド 帘代 
ちょ ル 交代 表を 同げ し特训 3 拽を備 へたる 一委 0 S 動 定乘〇 プラガ = ミ ； ク 道化 
にある ドイツ 前援 にいたり • r にで トイ ツ代 おわ 到着 卜梦 4 し、 この 瞭ポ L フン 
ド おは プラ ガリ ミンスク 道化の 巧 側を ご 一千 米の 地な において おを なる か 巧を なすべし』 
巧 巧 同日 〔ニユ I ヨ I ク十た 日 獲 同盟】 ベルリン 化 送 局の ラデオ 放送に ょれば、 ワ 

ルツ， に 居残つ て 髮中〇 裏を セ 日朝 ドイツ 側 0 凑署〇 最後の 議に をへ、 い卜 

イツ おのが 伏が 件が 街の ため 巧を をあ逍 する 旨述吿 した。 

をて ドイツ 軍 Q 奮 的 勝利が ひなし とおる や •これまで 無 お ホな 讓を守 〇 後け てわた 
> « 

ヴ • 1 卜巧 巧は， 初めて ポー ランド 進 巧を 巧 明した。 - 

义巧 十と 日 〔ロンドン 十 セ 日 お： 艰日 大毎特 巧】 モロトフが がか 巧は 十 お H 朝教 がの 
巧 送を 巧つ た、 おを ホの 通り。 『ポ i フン ド 巧な 巧 及び ウクライナの M 胞に巧 助の 手 をん 
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しの ミことは われく のを 巧で なけ もなら ちツ藝 がは •ホ， ランド 巧 巧を ミ お 
能 養な まが 下から 麓し •そ— 巧から おひ 學 ことを ホ 望す ろ この 一画 閒 ホの 巧 
態は ポ， ランドが 阐藻 としてを くが 產 してし まつて ゐる ことを 巧 請し ちポ 1 ランドは 
このを 案？ い 地 Q すべてを 义 ひ、 ワルツ， は章ポ ，ランド 《首都では なくなつ た/ 

や 何人も ポ fv 卜 i 爲 るよ」 も なくなつ た。 か i —」 ソ聯 i 上が 
じて を 如た。 得ない、 >縣 はお f で 室を がつ ミた がが 態が 斯 くなる 桌が 中な 
拿る ことは 冀 ない •われ {ミ タラ イナ 人と 寡 人 〇逃 命の た 《に 中立た る こと 

活來 ない をで をる。 を ゆ & 幕は 巧 喬零部 賓」 わが S を」 了 養を 越ぇ 

て 西部 ミライ ナ人赛 西部な 巧 人の 生命— をが 誰 せしめる やぅ 命令を 強し ちわが 
爱 なる 赤軍 量 諸 おはを くまで 巧 族 獲 《撰 高なる 閱惡た A に 破へ』 

同 早を 〔-- r ョ 1 ク十 八— 蓄畜特 、雷 ドイツよりの 化を によれば 獨ソ 
兩巧 をを か 後- 卞 でに ミル ノに途 しリ？ ニア 抱 おを がる 健か菲 キロの 地 削に 

到 港した とい はれる。 

】 揉« ホ と ラ デ*， 
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少チ Ko かお 載 巧 ， 

小乂り ヒ ト ラ 1巧がは歡巧八巧にダ ン チ ヒ に入リ》 ョ I n ， パ のお秩ホダ • ル サ ィ ユ お制 

の ホ 巧を 鉛く 巧满 する。 この ネ 盾から かじた ボ I ランドの お 脚 ワルソ I の驳 はな ほが々 

し<紋<0 

乂巧 二十 曰 〔ブダペスト ーー 小 日を が朝大 朝お诺 J ワルソ I ょり ラず 才 をが て 巧聚さ 
れた n ンミュ ニヶに 化む ば •ワ ルソ I か 巧は ドィッ おの 化 巧に 巧 巧 甚だしく •謎亲 をは 
をを に 彼 巧され を ホは いまやを く 淡 被し •ホが はが 巧に おして ゐ る。 を公阐 巧には おし 
い あの 死 賄が 巧 葬され •みがに 巧戰篡 地が出 現し I をが H を おはしめ る ものが ぁる。 ホ 

に コン ミ* ニケは 》 

.『巧々 は 巧 巧 巧 巧 及び 佛茵を おお 的に 倍 かし 巧々 ワルッ J かがは み e その 薬 f がしつ 
つ わる』 

と 巧べ てね る。 なほ ワルソ J ホ长 スタルジンスキ I 巧は 二十 口 悲痛な 化 送を 巧 ひ 
ょ •巧を Q 巧® から 我等の ホ 巧を •そして 我等の 無辜の がをお 巧す ベ < 何時に なつ 
たらが 巧して <れ るの だ』 と i を訴 へを をし •义 他の な 送 ホは 『巧 等は 始 おにが 化し 
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ない』 と58^し> が說の閒々にはポーラ ンドの叛.樂陈が巧化.なマ，チをが樂した。 

を ほ ホち の對巧 かな 訴 はが 巧 哗時閒 おに 巧 を 因 謙で 朗讀 された。 

しかも. 巧みと 卞る ちか 巧は 巧く 氣巧 もな <* が やかに 巧 がをおが るの み。 九 n かわ 日 •と 
がれが ちに もがいて わた このを もを にか 巧を 餘巧 なくされ •やがて ツル ソ—完 を 占が Q 報は 
ベルリン 市 巧を 巧を のを じ 巧め る。 

鼓に おる i での ドィツめ 送 宛. のが 歯が ポ I ランド 巧の 女 氣を抽 彼：^ しめ 化 化を 巧^ら しめ 
たことは 乂 なる ものが をつ た。 そしてを の 巧 かは ホと して ハンス •グ 9 1 グラ I 巧の 巧講に 
ょる ものと が へられて わる。 グリー グラ I は 化に お ザが ポ— ランド 巧 巧 おくの 化 送 局に 局長 
としてを 巧 中 •ポ— ランド 化 送 5 をが 的 調 荒を 完了 •をの 巧宜ぶ 巧に 入 リラず 才が あの 架 職 
にを •つたが 》 ポ| ランド 巧 爭勃發 お前に このを 瞄を がし •賊 端が 開かれる やを や 命ぜられて 
放送巧を率わて巧一おとおに進夕， 化リ五日ポーランドのヵトヴィ， ツ化お局を接收， がい 
て クラヵウに 進み •巧 後ばポ I ランド 地-おむ 中央な 送 局た る a ズの局 おとして 經 をに おつた 

ので ぁつた 0 十 H 十八 H ポ I ランド のれな はを く ドィツせ 送 巧の 中に 編入され •砲が 消‘ 巧 

一 •« •ザと， デ *• 



ず ナスの な 送 巧 巧 

え やらぬ ポ I ラン. ドの 破が には 美しい ドイツ 音 おがが の やぅに 流れる ので あつた。 

* 

7 歌合 戳と怪 放送 

t • - 
巧に ポ ー ランド 巧 給に かける 完 おの おも 傳 はり 意氣 軒蔚ジ I クフ リ ー ドな に 待機の ドイツ 
带 •が 壁の 巧を 恃 みに マデノ 線に 巧 お 時す る フランス 軍 》 冗に 一 宙卽發 の 危機を かむ 巧補戰 
線 •十 巧】 口の 夕刻 •それまで 聞え てね た ドイツの 前線 將女お 巧の コン サ ー ト化 送は おか 中 
斷 •裘 破と 巧 張す る ドイツ おの 巧に ホ かく 巧び かける アナ ウン サ ー の裝、 

『前械 の® へ 一 只今 マ ダ ノ：典 糸-の 内な わら フランス 陸軍の がち 速が スイス か 猫で ドイツ 
化な 局を 至急 巧 話に 巧び W し •フランス 側から ルシアン •ポア イユの 「巧の 韶ら ひ」 を 故 巧 
するとの 印；；^ が あり， ドイツれ 送 巧では 為んで この 申込に 巧ず る ことにな りました』 

やがて スピー カ I から 化れ る隹 しいな 巧 •風 殺に 在る こと も 忘れて 坂を 入る】 巧 •だが C 
のがな じ 化 がられて 巧 おまで もを つた をら 1 * 若しも ドイツの お古が 明 雜な巧 ホ 目的を 巧 
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へられて 居を かつたら •阻 苗の 巧 命を 採ん ま 資を自 おして 居な かつたら、 この 危 おは ホみ に 
巧り 巧た ので あつた 。風紋は 膠を のを、 長い 忍 屈な 冬锭 りに 向 はんとして ゐ る。 

十 巧 二十四日 〔ベルリン ニ十四日 巧 同盟】 西な® がの 空 おは 極めて や靜で > 晴れた 巧 
巧の 巧に 要塞の 上に-- ■辛''^ と 巧 口】 ホ も ある 長 砲が 現 はれた とお. ふと* をれ は マイ 
クロ ホンで 突が 美しい 音楽が 巧え て ホる。 ドイツ 軍 も音樂 ならわ 手の ものと、 ベ I 卜 I 
グ •ン 》 シ 》 1 ベルトで 答へ ると •今 巧は 佛 軍は フランス ー ホの 括 妙な 流 巧 かで 答へ て 
がると •いふみ に 巧 創を 昔 樂合戟 が 開始され る。 又 水 巧と 日が のかには ドイツ 化 送 巧 か 
ら巧巧 的な 陳巧慰 巧 化 送が 巧 はれる。 甲 お古から をの 巧 巧の 誰 生 日の 巧の 昔 楽が 送られ 
ると お ふと •乙 上等兵の 許裙 ホから 西部 賊觀の 彼に なが 送られる といつ た 課で •を 巧に 
を 居し を お古 達の 間に も 西な 巧 線のを 氣 をは 映して 一寸が かなみ 景を 見せて ゐ る。" 

この 巧 やかを 光景のを におむ 怖るべき 古氣弛 おの 作用は •アデ ノ •ラインを がる フランス 
兵の 中に 徐 々に 現れ 巧め たので ある。 

『ヒ トラ. 1 は嘗 つて 「余は 彼等の 抗巧 力を 徐* に 崩を せしめる であらぅ」 と 音つ た。 化して 
】 Rwff 爭とブ ザ ♦« 



ナチ スの 巧を If 夕 

この おい 冬の 巧を 巧 閒にヒ トラ I は •それにが 巧した の だ。 1 •パリと ロンド •ン の卜： 
流 かみの 人々 は •巧 麟敍 巧の 計晝を ホ々 と 立てた。 おおさん への 讀み 物* おなさん への ラ デ 
才 •み 被さん へのが 衆 •巧 おさんへの 关奶 .おなさん への スポ 1ツ> 巧な さんへの を 術 •巧 
がさんへ のた ミ 居 •かくて •さる 巧 iK みの 巧さん は •をに， 「巧 陕 さんへの 疎か」 を提哨 した。 
これは 冗し い。 しかし •一 おの 課 判は ょくな かつた。 1 シ •パ リエは 扉のと ころで がり 向 
いて •巧 佛のお 女達に 「諸 お！ た亢 おで！」 ち 巧矯を 忘れない。 愉 化な 罪の無い 巧を であ 
る。 しかし* かぅ した ことは ドィツの が 人に おず るが 劾 適切なる が備 でも 何でもが かつた の 
である。 た 上を 前の 化 巧に 巧し •巧 巧が 巧 去の 失策^ 巧し、 巧備 とお ぉ 訓 がの 巧に か迎關 
八 おあヶ n の おがし かおい とい ふ 時に > お 常 おの 不明む ゆを にお 出途 はな あが まる ホ 巧を 送 
つて ゐ たので わる。 —— ホ ホ S 自 山と サ ホの 巧 命が •お古で あるが 巧の お 恥 力の 上に かかつ 
て わる ことを •、むに 聞く W みしめ てゐ るべ をはず なのに •化 等 巧 ± の 、むを 占めて わた ものは • 
巧おでの另ボ生巧の蟹細なホひごとぱわりでわつた。 ヒトラーち 巧がホて音つた如く、巧 
巧 お古の が 巧 力を 徐 ♦に しめて わたので ある。』 
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と アンドレ •モ la アは 「フランス 化れ たり」 巧 中に 善いて わる。】 見 かや かな 靑 樂合戰 
も 亦 マデノ •ラインを 族ず 大 をる 力 屯 持つ てぶ たの だ。 

この 巧佛の 音樂合 巧に 引み へ •巧 おのな 合 巧は に滿 ちた ものであつた。 

やはり 昭が 十® 年 おむ ことで ある。 B ン ドン 放送局は ドイツ 巧に お 化の ホ 巧な として • 

「おいら •これから ジ I ク輯 へが ホみ ぶらさげに 巧 くんだ ょ •おつ 巧ァ がか 巧れ のは ある 走 

> - i - 

もる 」 

と 云つ た 調 中の ザが ななを がんに か 送し •ジ I クフ リ I ドが の ドイツ おが か 巧に W ない こ 
とを 挪お したので あつた。 初めの 中は 巧手に しな かつた ドイツ もを に堪 りか わて 四日べ 
ル リン 放送局は C ン ドンに 巧つ てが 巧な は 擊を閒 始> —— イギリスの ホ 巧 化は その 媛が の】 
巧から： 卜 おがまる もので あり •イギリス 巧 巧^ 巧 かの おさを おす もむ だ •巧 一 をん なお 鹿げ 
た 巧を おつて 何になる の だ •本を になを 執つ て 巧 ふ お 女连は 却つ て 巧な く 化 ふだら ぅ •ジ I 
ク おは 不 をの おまで わり •イギリスの 化 お 局が を 抱への か 乎 やが なおを 規動 H して 下 あなが 
ちみき 立てた とて •ジ！ ク がの おころ 一つ さへ おぎは しない •ジ I ク 線へ ぷら すげ にがる を 
一 R 洲 K 爭とラ デ* 載 
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ナナスの せ 送* ホ 

に 洗 お 物は 又 巧黑 にされ て 了 ふで あらぅ —— と酣 いたので わつ た。 

な の 二つの 昔樂合 思を 通じて 見ても •イギリスと フランスの 巧 巧 性の 巧を は 明瞭に 觀お 
し 巧る と 化 ふが •ー ホ これにを おした ドイツの やり ホを 見る と T がは イギリスで わ 〇 フラン 
スと政 ふを をはない」 といつた ドイツの § 離閒 工作が •をに 巧みに この： か 困 巧の 性が の 相 
途を衙 いた もので あり •をの ホ かが この 音樂 A 最 にもを 说 されて ねる ことが おしられる であ 
らミ 

この やぅに i の 庭 着を みた 昭か 十四 年 秋から 昭か小 あ 年をまで は •ぶに 化の 閣巧 f 或 
は ± 氣沮 おを 化つ てが 巧を 盡す樣 々のか 送が 巧 はれた ので ある。 をの 二 一二を がつ て 見る と、 
昭か 十四 ザ 十ち 十日 巧 ドイツでは > ペル リン 化 お 局と をく 同一の 波 おで •が もが 日の ヒ トラ 
1お巧のお^^巧や巧吿におずるがか< 「ち图內朗は个日巧^一^を化巧* 西が^|!^^にがては 
小 日 閒の化 巧が 巧 立した」 とのせ 送が 巧 はれ •之え 相 前 巧して 「ヒ トラ I 總統 は卡日 午後 凹 
時阁 をを な 巧す る」 との 巧が ぶち •ドイツ 巧 来 も か 平が ると もめき 立つ たの •であるが •ドイ 
ツ かが もれ 送 局 も おぎ 無 おと 之を 否 おし •お 局 これは ドイツ 齒內 S 巧と 推 おされた か •を 
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む 出 巧は 不明と いふ ことで わつ た。 尙 これに 巧を ドイツ かお •宜化 巧 省は， 

十ち 十日 〔ベルリン 十日を 同盟】 

『これは ドイツ 巧 ホを 不 をに 格 れんが 爲の巧 西の デマな 巧で わつて、 これに ホいで 巧 二 
化が 宜 巧が 巧 はれる であらぅ 〇 ドイツでは •お 様な 故 送を 巧つた 幕が はない。』 

とか 政の 巧に 憤慨し •頭から これを 巧を して ゐ る。 じの 巧は 一の お ホ のみでな く 闽化巧 
の 參謀や 》 お擊 段の 烏をまで 廣 まり、 を 庭に お 話を かけ* 义菌お 記を 曲 も 慌て、 ま忿報 
を 打つ と 言つ わ搔 ぎで あつた 0 

- 口々 に 巧 へられる おでは いづれ も ラ デ オで化 送され たと 育 ふので あるが •誰も 直接 ラ 
デオを 巧いた をはな く •ドイツ 政 巧は 巧 巧して ゐる黏 から おる と •口から 口へ と 計畫的 
ザ マが^^されたものとなられる。 ドイツ化がでは巧閔の手ホたるがお^似化おであ 
ると してむ る 〇 •‘ 、 

とこの デマを 打消して ゐる〇 

か阁化 送の 賴 取を おじた ドイツに さへ 何 所 ともなく あび 入る . M が あるので あろから •わ 
一 R 洲 w サと ゥダ ォ度 
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ナ ホスの 巧を «巧 

の 制 おもない イギリスの 受信が には ドイツの 化 送が 堂々 と訪閒 じたのは 當 がであつた。 

ポ I ランド 昭が 一段落を 見た 昭巧小 四が 化け ホ •化 海に 出動せ る イギリス なおに おし ドイ 
ツを おはな 巧な 空 巧を がせた ので あつたが •をの 踩化 にないて ドイツ 化 送 局は > イギリスの 
誇を 一巧 二 千 巧の 化 空 巧おア I ク • a I ヤル がは 起彈を 受けて 擊 沈され たと 巧べ 》 イギリス 
巧に 「ア ーク*» —ヤ ルが はが 废 にわり や •イギリス 齒 がょ •せ 巧の 诲単 巧に 問 合は されて 
は 如何」 と 盛んに 巧 巧を 飛ばしを ため •イギリス 當局も 遂にが 沿し 巧ず' 小：：： 卜あ日 之が を 
をの 按 明を 致 ま > 

「ドイツ 放送局は 去る 丸 HI 一十 六日な ホ 提ぇ卡 ア—ク • a I ヤ ルが のが かを 報道して わる。 
化つ て イギリス 海が ぶは 巧 殿 西を して かが 巧の 資明 にょつ て 惹起され る 巧れ わる 如 巧なる が 
をを も拖 かせない 爲に 再ぴア J ク • P I ザルが は巧沒 もせず また 如何なるが 巧 も 蒙らざる が 
餐を 明が にす る ものである 0 J 

この 巧から ドイツの 待 おなお 巧擊 はを e 巧® 的に なつて 氷た。 

巧 H 二十日 〔フブ シスが が あ 打 P 特巧 J F イツ 化を 局は 姑：：！ お 阿 •お 説で 化なず るが 》 
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內がはがなにある巧焊お±や|^々巧0女夕祖化を日的とし， 巧^おは本稱化な局む ’ 
それに 非常に 近いた め •巧 田からの- モ ー スや 昔樂 をぶ めて わる 炎说 がが の ラず ホは が 
度され》 ドイツの化送ががを卜：：めることにをる。 アクセントからおする-^^アナゥンサ！ 
はお的で敎ザを巧けたものかぶは本をのお巧人らしい。 义そのァナゥ ンサーは英巧おに 
晚 まれて 脚 ルに 化 W した 巧 切が だとの が ひも ある。 ドイツと 異〇が W は そのが がか ドイ 
ツの發 あを M くこと を强制 的に おんしょ りとは しないので、 一般 お i もまた、 この ドイ- 
ツ 化な を 聞く 自 山を 許されて わる。 

これが 近 助 巧が 巧に もが あな ホゥ •ホゥ 卿むな 場を 諸る 記 巧で ある。 化の 巧谢 はがが 化な 
げかり ではな かつた。 . 

誰 •しも ラ デォを 持つ てむ る ものは ちょつ と 他 おのみ 送を 閒 いて 巧た < なる ものである。 ま 
して 巧 辟に わつ て 化 巧が 一巧 何ん な ことを 脊 つて ゐ るかと いふ ことは 非常にが 奇 、むを 巧る も 
ので ある 〇を こを 化つ て ドイツ 化を 局は 站巧丸 時に イギリス 化 送 局の 脚 巧ニュ I スが おる の 
.を 巧つ て イギリス 向ち 語-ー ュ ー スを 開始す る。 その お 波に 乘 つて イギリスを 郎れ る货は 》 を . 

一 欺拥巧 ザと ブデ 



ナナスの 巧を » 巧 

.蔥 いた 上な ながが のち 語で •イギリス 人の 蒋び さぅな 巧 巧を 义へ 巧な にがんだ 前を する 《 こ 
れ がホづ イギリス 人 5 ザを 捉 へた。 しかも 今 おいた イギリスの ニユ I スと 化の ドイツの 巧 訊 
三* 1 K とは 常が が 違 ひがを ると なると •一體 どちらが まち かと】 應 のが 化を 巧つ。 里 口 か 
人に を ふと 「昨日の ドイツ 側の 化 送では…」 と訪 がは ずむ。 がくて こた 常は A なに イギリス 
人の 人 おの 中、 むと なり、 彼は イギリスの 巧 族の 扣 であると わ •イギリスの フ ，シスト— 嫉 P 】 

むだつ たを •をの 人望 豪？ か 沙汰 さたが 時の 閒 にか ホ ご ミ 卿と 化 あを’ 流 
• J ?」 が はれ 劇に 化 化 まれる とい ふ骚ぎ •をには 表れは おの ホです」 と 苛 ふが W 人まで 现 
れ たので あつた。 

をれ でもを， 初の 巧は をの 二 》 1 ス にな 州が わつた 譯 ではな < たど 財む かかに おわれて わた 
だけで あつたが •が も その 冬 •イギリスが 盛んに 勝利を 宜 巧して わた フィンランドの ソヴ 》 
1 卜に對 する 降 化を > ホウ •ホウ 巧は ながく 巧荣し •フィンランドの 巧が をが じがつ てね た 
イギリス 人淫を アツと なか ホた ので あつた。 

また 化の 逛 表した イギリス 巧が の# 巧は 後に イギリス ながの 雑設 ずるを ころと なり 》 かぅ 
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をる と 彼の か 送は をく イギリス 人に 氣巧 りな もの -y をり、 その 二* I スは 却つ て イギリスの 
ゴユ I ス ょり 侨 用を 持たれる 樣 にさへ なつた ので わつ た〇流 がに イギリス 當巧も 之には 手を 
焼いた が •さりと てこれ 迄にな つては おおを 紫ず る ことは 却つ て 逆 効 化と なり* また イ ギリ 
•ス の款化 敗亡を を 書す る樣な もので あ 〇 •手を 巧ね て 巧 置す る 他な かつた。 やがて 化歐も 
巧から フランス 巧洩に 至る まで 彼の 巧 巧は を < イギリス 人の 神 鞍を 苛々 させ ザら もを の ザを 
雜り捉 へて 離さな かつた ので ある。. 

或 時は おがらし い 巧 班を がんで イギリス 國內 にお 入して ゐる スパイと 速が をと るかの 如く 
また ドイツの が 巧の な 勝利を がへ る 一み 巧佛 がのを 敗を 語り •を 下 お 部 おやが お 列 八 恐怖を 
巧へ たかと 思 ふと ドイツを おが パラ シユ I 卜を がかに なして が もな 下 かおが 惟 入した かじ 化 
はせ る。 また イギリス 軍の 捕虜が あれ ぱ その ホが や 故 巧 等を】 日に 云 あ 位 づつ避 おする。 こ 
れは捕虜にをることを化としない’ホながましいョ J « ッパ人の山化お跋には聞き逃ずことは 
W がない。 さぅ わと 化 ふと 化の たつぷりに イギリス のま 巧 巧な と 巧が が 5 削を な 制し •また 
英佛の 間を 裂かぅ と資に 痛い 所を 巧く。 チ 》 ン バレンを 巧り 》 チ ♦ I チルを 巧 ふ 等々 •凡け 
一 »洲« ホと ラ デ ♦巧 
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.ナナスの 化を 巧 巧 

る問趙を取-^げて巧みに人、む巧航に偉乂なが化を舉げ來つたのでぁつた。 

この 化に イギリス 3 化 おを 逆に 化つ で 効 化を 巧げ た 託が ぁる。 をれ は チ*— チルが 火 衆を 
前にして 巧說し •これを をが にみ 巧 化 送した むで わるが、 をの 時 お 衆の 中に がた W 戰 派に 化 
巧に 抑 かられ •辯 巧を なて 嗚る チャ I チル も 遂に 立な を するとい ふ踢 がを 化 じた。 こわ 化な 
を ドイツは すかさず 受お錄 苛し > 現》 から 當 分の 閒 イギリスに 向つ て 繰： 巧し こい 踢 がを 化 お 
し、 巧 衆の 戰を がまざる が がをお 搁 •閣内 巧 論の々 巧に が ホを わけた いでぁつた。 

また ホウ •ホウ 卿が ぶ おな-ー ュ ー スを なて イギリスの 人、 むを 不安なら しめる 一力. が B • 
B-C (新 巧 脚 化 送 協を) と稱 ずる おお 不明の 巧 電波は がに イギリス 政が をな# し > 所 訊 デ 
マ 巧 おを 飛ばして 幽 がに 巧 動を 與 へた。 昭か十 化 年 llHl I 小 五 口 第 一 M の 化を にがてが B • 
を -c は •イギリスの 巧 ホけ 的を 痛烈に 非難し 巧 化 巧 S 氣おを わげ、 おに 現 n は アイ ル ラン 
ドの みがには 巧 巧 立の が 動が おつた とが 逍 •.なほ 化 アイルランド Q 首郝 ベルフ， X 卜 の巧路 
には お 化を 局な 恩の 巧葫が 到る 處に なられ > .イギリスな 荣 はこの 巧 B - B - c の 所 か 並に 正 
おを 类 止わん と必 巧の 巧 力を 巧つ たがを しく •その後 も；^ 巧 化 送が 巧 けられ、 八け か H に 
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は ドイツ 巧は 必ず 上陸す ると 報じ •をの 前に 拐が 革命に よつ て チ ♦ I ナル 巧 触を 巧し 聪 •かを 
趙け よと 述べて わる。 

また イギリスが ドイツ 化 送 局の ニュ J スを 懸命に おいて ゐ るのを 知つ てで あらう 》 八け 中 
巧には ドイツは 自閣 む 巧の 化 おに 次の がな 手を W ひた。 

〔ロンドン 4 .六日 舞 巧 照 J 、 獨をザ 5 裝 供 爆 巧は 日を をうて 乂規槐 となりを 6 危巧 切迫を 化 

はせ るが > 獨巧從 ホの おをから みて 的に 都 W 巧擊に 化る ことは ホづ ない とおて C ン ドン 

■ 

ホが は 菜 かを をいて ゐ る。 

化 おはでの 榮 おおかを 巧 わるのに 巧を とを つて％ るが •一力 お 策に ちがして ゐ るのは 

獨の紳 お戰術 だ。 お 日が のを 下命 落 ドが 件は どうやら 巧 側が 巧ぶ 部 おじみが となつて 居 

る英闽 がをお かすた めの. トリ， クと 判明した が‘ 何時も トリックと 化つ て 居る とそ 向中 

に本物がおつてホるかもかれないし》 また卜ぶ0:巧はブレーメンからドイツ語ニ ュ 1ス 

化な むな 刖に 謎の 巧 化を がおかされ 巧が になつて わる。 

• 、 、 • 
卽ち - H ハ：：！ の タイ ムス 巧が 道に よると •がな 送は-ー ュ — K と时化 接では あるが 別人の 

一 » 洗 ホ ザと ブデォ * 
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ナチ ス のかを •爭 

巧で 巧な-ー ユ ー スを 中断し 「こちらは ハルマン 五 お •明日の 日の 扣 はか 前 六 時 •巧に た 
ホに： 化 意 せよ」 との 奇怪な 言葉が 人り •をの 芝ニュ ，スの 時 問に も 級 おし 「凹 化 引が 
を ホに 注を t •明日 QBQ 出は 午前 六 時 •空繼 に f 暗號サ W に篡 #よ」 との 
'なお ありげ な 放送が 义 々巧 はれた とを ふの だ。 

これ： a 今 •ト イツが 困 ルを 貧 化つ 了ゐ る； イ に對」 上 性 作 戰閒始 む 時 巧 K おて 連胳 
っまが を 装した とも？ れ るが、？ 蕾 側に も 聞 免る 煤に 化 送」 たと すれば これ もち 

巧を おは 甘る 「神 經武 ホの あの モ この 手」 かも 知れない。 

或 時は イギリス 化 鐘を に 空軍ち の あ 前で 電話を をた' 者が あり、 故賛が 巧に 巧け て そ 
の おを を 放送」 わ 所が 空軍ち では ミな 指令を を-^ た S がな く •火 閒顆 となり、 イギリス 
七な ごよ 寞围養 局 負で ゲイツ 婦人と S して ゐる をが あるが •この 摸な 者 をれ 送の 化 巧 
に f して A くことは 陳 Q 見地から みて 大閒 趣で わる。 よろ」 < i てへ とえ S ま 
で^ 恥し、 放送局は 巧 おおが したと いふ やうな こ ともをつ た。 これ 等は 何れも ドイツの 巧み 
なお 巧 速が で わらう ことは 當が おおせられ るで！® らう。 
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- ドイツの 用 ひた 巧 M •巧な 送は この 化に も 巧々 あり、 他 曲の 化 送 時 問の 切け を 化つて 问 
波ち で 同 巧 語で 》 恰も その 巧の な 送の 如くに 裝 つて 放送す る こと 等は をく お々 とやつて のけ 
たのでゎる。 バルヵン遙りのル两はドイツ^^の攻擊を柿れてが々か巧化送お取難止かを發 
じたが •この 禁止 かのを 案を である ドイツは •他 閉の蘇 止 かの 巧を 裤る 術を ちゃんと 用意し 
てゐ たので ある。 

が 巧が 前巧轉 にかても r 巧 巧の 巧」 と 音 はれた 巧な のた アナ ウン サ ー の 壁を おきたさに 媒 
晚兢岡 おと 同一 波長に ダイヤルを 巧して、 を こへ 巧ぇ てがる 巧な の 巧 送を 樂 しんだ 人 も隨分 
居る であらぅ。 幸 ひこの 巧 巧は ホウ •ホウ 卿の かを 巧みな 日本 說の 持まで もなかつ たし •ま 
た 巧 時は ぶが 語 講座な どと 音 ふ ものは おかつ た、 め •この 聲 にが！！ される 所は 巧 ど おくてが 
んガが •しかし 南變 開始され る や ごのお 巧の 戰勝 デマ 放な が > をに 通 州 巧 件を 招がず る こと 
となり > 巧が 同胞の ない 血を ホした ことを をれ ては ならない。 そして】 方に 化の 一^を W 劈 
すると： ：！： 時に 》 巧 じな 闽を かめる を •おかせる 化 送を おへねば をらぬ。 かや W 泮む 巧は 
を 闲の黨 波が 人 化れ て 化 送 巧は 酣 である。 そして 日本が】 つの 巧を 波を おしを も 巧妙に 用 ひ 
一 敵 洗* ホと ラデォ * 
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ナ ♦，ス の 化を « ザ 

る ことが か 来たら •をれ をな て イギリスの '死命を 制し 得る とい ふこと をな にがを" しょぅ。 
—— イギリスのを ホ 命が がが のがが 地の 上に が けられて ゐる ことを おれて はいけ をい。 

8 化歐 、な 蘭戰線 - 

■ 

■ 

昭か小 おが 眷 、ソゲ 》 —卜 •フィンランドの 巧 も お 〇 を がげ •西が 我 おも おがと して 異化 
な <> 顶 り ル I ズ ベルトの み 巧々 としてが 賴 にもが# ザが を 語り •おがは 如何にも でかな 眷 
を迎 へた^の かくで ぁつたが、 この 削に も 現 化が 持 諸 巧は がれ 巧く 地盤を ぶ廈 さんと 必： 化の 
が 別を して わたので わる。 巧 秩ホ閔 尖の 攻夕を I 凹で も 巧忡サ しめる こと •それが 化 等の 唯 
一の 法れ 道で わつた。 佑つて：：： 獨 がの ホ閒 こを がを 火の：：：： 的で ぁつた， 

ーニパ十六日 〔_1 ューョ|クが口乂お特あ】 ル— ズ ベルト 業 巧が は 小 1 パ R ゥィルへ 
ル ミナ •す ランダ かぶを の 化 ル 巧を •を おおと おに 巧 おかを にぶち-おのかく の ザ 
かを お 調した。 
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『がみは 今 口み w 巧が 同胞ぶ を 持ちみ かが お 巧 おの 巧 巧を 餘 をし 宗敕 •が 問の 自 かを 記 
わる 巧の-平 かの 道 違 的 基 巧を が 求して ねる。 しわして み阐 民が 间化 ぶを 失へ ば 巧の 平 か 
な < 巧 力に ょつ で まがされ る。 人が の 生 巧が が あ、 かが •が おに 滿ち たものを 怠 かする 
ならば： 平 かは お义 的の ものでは ホゥ 巧ない。 また 少巧 巧族閣 おが 强大を 隣 南の 脅ぶ にさ 
ら されて わる 時には おを な ザ かは なく、 人* に 探究の 自け をを へざる 龄り智 的 平 かは な 
く 叫 また 借 仰の 自 山を 巧へ ね 時 •ぶを の やかは あり 巧ない ので ある。』 

I 一 一巧 一二 小 日 〔 a ン ドン I 二十 口發 同盟 J チ ♦ 1 チル 海 巧は 一二 十日 午後 ラ デ オが說 をれ 
ひ、 巧爭 のが 化は 當が谦 期し 八と ころで あり •英佛 の 巧 ホ 能力は を かに ドィツを をいで 
ゐ ると 巧 巧を お 巧 •併せて n がソが 中立 諸闲 におず る关 巧の 態度を S ' かにし ながに ミ 
しては 勿論の こと ソ巧 とも 巧 端を 開かん とする がきな 策は 持ち合せて わない。 ソ聯 にし 
て も 酱式巧 巧 ホを 的が まから 進んで ドィツに 加 巧を しない 限り 戰爭に 巧 & まれる 必 おは 
をいで あらぅ、 とて： だ 白を 惹 いた 0 

また 巧に チ*-' ナル 巧 巧 巧は •今と なつて は佈 る、 におち ぬが •この 四 巧 頃に 日獨が S 巧 
】 »拥> 爭とブ デ* « ' 
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ナチ K のかを！ |?ザ 

同盟が 結ばれて わたら イギリスは 巧が して わを も 知 ぬと 述べて わろ をの ことを なて し 5 

VJ もィギ " KQCQ 頃 Q 蔓が 詔に 簽 になつ て 一高 同 强を馨 せを」 で ド 盛して むた 
かが 紫 しられる でを らぅ。 時に 紀で二 千六羣 S 化さ 年を 迎 へた 菌 に ホつ ては 萬の 閒が 
田 外 和は 白ま か 巧を なて ホ 沒處巧 じ 巧 進の 化 意を お 明 •ヨ ー。 ク パ賊爭 には おぶ 中ぶ をな す。 
をて 丢 9 K はミ閒 晚に乘 じて 望が 態に おつた ドイツ S 麗義 かんとす ミ 
冗に ドイツの 危機。 * - 

なに ヒ トラ.- 繁は斯 乎 「化 進」 のをを 下し、 帯が の おを 藍に 進めた ので わつ ち 
四 H 八日 〔 P ン ドン 八日 發讀 資特亀 J 英佛嘛 巧は 化 海 方面に たける 卦獨 海上 お錫强 
化り ため 旣にス 々》 1 デン 》 ノ ルウ • 1 巧闻政 おに 對し强 巧 巧 善を 乎を しを のが 巧を 注 
口されてわた巧巧， 巧が八日か前に至〇巧佛嘛朗化府はラデオ化おにょり共同宜背^ 
し-ドイツが ノ ルウ r ょり 原料を おを 獲得し •又 ドイツ 船が の ノル々 r 領海 述 過を 
ぶム する ために 必 おな 一-切の 具 お 的 巧 おに 關 する 樣 利を が 巧し、 化つ をの 手 巧と して 八 
口が 巧を 巧して ノ ルウ，— 領海に 機械 水诺 をを 試 甘る 旨を 明明した。 



四 九日 〔バル リン 化 口 獲が 特 ちい 巧な 巧は 九日を 傳巧 ゲッベルス 巧の あを なて デ 
ン マ ーク、 ， ル ウ 》 1巧巧におする大おたの如きをのを故送した0 
『英佛 巧 巧は ソ芬 巧爭に 際し フィン-入 ンド救 巧を あとして ノル々- 1 义ぴ デン マ ー クに 
がし 兵力 及び 囊を 送付し つ、 をつ たが •ツ證 か 平 締結 後に 至る を 止 S 樣が ない 
ため 愛が は 薑上兩 聞 S おなる 爱び需 を 一時 ぉ 巧す る ことに 塞し ち こな 

一時的 巧 法で わつ て ドイツ 政 巧は デン マ ー ク* ノ ルウ • I 兩 巧の 巧 立 あび 領 i を教 巧す 

る 意を なぐ やかを 服 後は 直ちにが おする もので わる。 

四 丹 九日 〔ベルリン 化 日 お 同盟】 九日 午後 二 時の ドん ツのラ デ ホ 化 送に ょれ ぱ ノル 
ウ r 政 巧は 九 ロド イツ 化が のをで た ドイツ 軍の お諾進 巧を 承 誠 •だ 抗の 巧鞋に 出な 
いこと を 巧 待す るとの 通吿 をを 託した と I はれる • 

の H 化 日 〔--*1 ョ I クお 同盟 至急 報】 NBC 化な おは 九日 ドイツ 巧が 午前 阳 時半 
デ ン マ 1ク に倭んし， 目す n ぺ ン ハ 1ゲ，ン に巧つ てを進中でわると化なムた。 

四：！：： 九日 〔 P ン ドン 九 円を 同盟】 ドイツ おな ラ デオの 放送に ょれば •ドイツは 九日 
一 »拥> ホと ブデ オ戰 


66 *— 


ナ手ス の 巧を* ず 

巧對丫 •諾巧 お 巧 動を おすと 巧に スウ-— デンの 重要 锥 巧を 部に 機 帯を を設 した • 

脚 パ乂口 〔ス トゥク ホルム 九日 避 间掛】 ドイツ おの ノル ウ •！ 侵入に 伴 ふ 踩义の 化 
歐波 あにを み •スウ • I ずン化 おは 义日 かを ラ デオを 通じ 热動过 かを かちした。 

四り 九日 〔バリ 九 円 紫 同盟。 パリで 傍受した オス a 化 おに ょれば •ノ ルウ* I 政が 
は 八り 巧が 紫 急 銷議を 開催 •巧 東協讓 したお 巧 化：！：' 紀動 むかを 發 布した。 

化 n 〔ベルリン 丸 H おが 目 大お特 案^ 久し おりの 快が 0 化 H 朝 お 時 十 か ( n 本 
時閒 かを 一時 十分】 ベルリンの ラダ オは 「ド V ツ 軍は 堂々 デン マ I ク闻 巧を 越ぇて 進 
入 •怯 海を 軍 相 巧が して コ ペン ハー ゲン 义ぴ諸 都 ホを 卜 U 巧し、 すでに 一部は ノ ルウ， .1 
に上瞎 した」 とみ «が に 報ずる とを の 皮な に 町は 巧ね おる やう だ。 巧 巧に 沸き立つ 閒戰 
な來の乂巧ぎで、ラデオはを部かけつれしガ。 アナウ ンサーの货も紫張にふるへてゐる。 
ウィル ヘム 巧 SA 巧を 巧には •軍の 自動 ザが わ わた C しく 识入 してな 咐 人が 蜜 おして わ 
る。 が聞資 では 巧を •喚ら して ホ 刷りの 巧 かを 巧つ てゐ る。 また それが 飛ぶ やうに 資れて 
巧く。 「巧が はう i ぐ やつた」 「ドイツは さつと 勝つ ぞ」 と ベルリン 子は 菜い A 息 だ。 
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四け 九日 (ニユ 、ョ t ク 九日を 東 朝 大巧 特 巧】 べん リン 化 送 巧の 巧 波 化を に^れば 

巧 政が は デン マ トク* ノル々 》 1 賄曲バ がを 左の か'^ おした。 ザンマ I ク •ノ ルウ* 

1 贿闽 はを 忆ド イツ Q 化 謹 下に 粗 かれた。 ~ノ ルウ •，一曲 お睹の 凡ゆる 霎が 點は獨 がの 

.卜い 巧 F に 島した が > これは スカダ ラブ クをお 快が か巧英 尚の か 擊ょリ をれ ろ こと •をノ 

ルウ 》 I 巧が ドイツの 化讓 下にが した ことを 息 かする。 

四 巧 九日 〔スト， ク ホルム 乂 りお 同盟】 キスリングを 宵 巧は 糾閒と 同時に ラ デオど 

がて ノ ルウ • I 尚が に對し ドイツ 巧に おする あおを 卽時伶 止す るが 命 かした。 親 獨內閒 

のがまで つき 巧 王 ハ In ンと 化は 相 當す滿 をが いて わる 摸 様 だが、 お 局 新 尊 態を が認さ 

♦ 

れる こと、 ならぅ。 - 

网パ小 S 口 〔三ユ I ョ I クぶ巧 大巧 おお 十 so を】 スト， ク ホルムから 2 が 報に ょ 
中 ば、 オスロに ある ドイツ 軍 巧 かれ フ 7 ル ケン ホルストが 巧は 十 ラ デ オでノ ルウ， 
1 稱‘ホ ハ In ンた世 並に/ルウ • I 巧が におし 迪吿を おし •ドイツ 軍に な抗し •ぶは ノ 
んウ • 1嵩巧の布吿せる動貞令に巧じたるものはが刑におする旨宜言した0 
一 » 洲 栽# と ラ デオ联 
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ホ ♦ス のか 送 ホ 巧 

ながと して ノル ウ • I のを 巧 オスロー に 現れた ドイツ 軍は、 軍が がを 光頭に 和 おが々 市中 
をむ 進す る。 この 新 事態に もみらず オスロ ー の ラデオ はが 等 お 巧の む もな く‘. 举ろ旣 にこの 
を 態を 豫 知し 準備して わた かの かく ドイツ ボ歡迎 の プログラムを 送る •をの ぅちに 耕 巧 
閒の樂 明 も 放送され る。 巧 都 オスロ I は 世 ホの 巧が たる 中に 為々 として ドイツが のをに おし 
たので あつた。 、 

この 北歐 戰が閒 おされる やニユ I ョ I クに逮 する 巧 報は 緒て イギリス 化戰 S 報 ばかりで わ 
つた。 ベルリン 榮 はもと ょり •ロンドン 巧 も スト， ク ホルム おも 必 嬰な 上に イギリスの 化戰 
を 誇張す るが か < であつ た。 何故か 》 をはが がで ある。 これを きつ かけに アメリカを 參戰 .サ 
しめんと する イギリス のち 巧の 策で あつたの である。 1 イギリス 化 れんか 》 アメリカ おし 
— •だが アメリカは をた なわつ た* 巧々 をて をかつた ので わる。 宛が 人 賴お巧 かの かを をの 
巧の •みかの々 立が 態 •巧を のがち 糕人 のな 巧 おの > 中南米の すを^々、 それに もがして 
がしい 日本の 两巧的 エネ ルギ I 。 天を 巧 ホ 巧 垣 •巧 脚 丸事 件に 見られた 巧 巧の おしい 方向と 
をの 激が •これ こそ アメリカ 乂や洋 ちがを が 化けに した* 大の 力で わつ た。 
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アメリカ おち 得ず 1 この 見る しは ヒ トラ I な 巧を して 更に 西な 巧 線 •オランダ 閣 境を 巧 
がせし める。 

五 巧 十日 ヒ トラ ー 巧 巧は を团 巧に 向 ひ* 

_「 今や かを 的な 時 巧は ホつた •ドイツ 巧 族】 千年の 運命 この 一戟 にかて 巧 等は すなの 幸 

顧の ため 此 S おお 的を 巧 間を を も 巧が に圾 ひとらん」 

と 巧 送。 この 時 巧に オランダ •ペルが I 掛 巧を 巧 破せ る ドイツ 巧は 一路 ハ ー グ にの つて お 
據 のかを 進# を閲お •尙祐 がに を 下み 部が をが： 卜 せしめ 巧 要 施設を 巧 巧 •オランダ がは 爲す 
所をから ず • - HllH ザく も 政 おを a ン ドンに 移し •+ 化：：： には 巧が ハ I グ阶落 •ドイツを は 
ホみ 通に 鉛 袖 一巧 オランダ をが をして ベル ギ I 戰 線に 進 W •廿八 H 卽ち閒 戰な來 傑 か 小 八 口 
帥に してべ ルギ ー がを も 降伏せ しめたので あつた。 

この お異 的な 帯が 戰 のが 巧には 趙 々の 新 殺を が 巧つ て 力 あつた ことは 勿論で あるが •ラダ 
才もホ その I 巧を 買つ てゐ るので ある。 卽ち ドイツでは オランダ •ベル ギ I 巧い 餘粋 がから 
贿 固の 阐 巧に ラ デオを 通し てげ 掛けて ゐ たので ある。 如何にして ドイツの ラず 才 を-脚 約 化に 
一 »洲« ホと ブ デナ* 
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ナナス 0 巧を HP 爭 

胜如サ たか •をれ は 割注 化 送と いつて •オランダ 或はべ ルギ I の 放送の か ム時閒 を 化つて そ 
の 巧と：： 1: 1 波長で 巧 巧 語の 巧 送を する。 それ 故 おみ 著の 方では 自 巧の 化 送 だと ばかり 化つ て 
提 いて ゐ るので ぉる。 併し これを 戍功サ しめる には その 巧の プログラムの 周到なる が 究の必 
をな ことは 勿論 •ドイツ 側から 送る 巧が を餘 程： 巧な しなけ れぱ なち に ドイツの なな 化 送 だと 
いふ ことが わかつ て 了 ふわけ である。 ' 

では ドイツは どうい ふこと を 放送した かとい ふと、 ホ： 巧の 巧 力と ゲシュ クポ (ドイツ 祕巧 
» お) の 巧 度 さを をが したので ある。 これまでの 肖 山 ホ 薬闻朵 側い 巧が といへ ば乂抵 敵が む 
巧虔 巧を 謗 おし、 自己の おな の 正 葬を みおした もの だつ たが 》 この 巧な の ドイツは 出に そむ 
迸を 巧つ たので ある。 このな に オランダ， ベル ギ ー の 尚 巧は すつ か 〇 さを が じて しまつた。 
をの お 巧が 開城を にどうな つた か —— 巧に アンドレ •モ la ァの昔 架を 借 〇 ょう。 
『べルギ1わが々では、 が速はなほも戶口の隙はにぶつてゐ尤が* 化ホ速は化は掷たずに， 
がを さう にを ばかりが めて ゐる 。しわし •ドイツの 邢巧 巧が がへ る お蒂は 火した ものでは な 
ん つた 〇 がの わち こちで •二つ か S つの 家が 巧 巧され て わる くらわの もので あつた。 ドイツ 
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の 飛！ jt ：：：3® が 化 ふところは、 巧 巧の 村へ 巧つ て みても •を まつて 巧 切 だと か •そこの ホ 人 八 架 
だと かいつ たもの ばかりで わる。 巧い 平 では* い < つかの 大きな 捷 物が おけて わるのを お 
た〇さ うした を かには. 修道院と 如な をな ども わつ た。 しかし •が 局を けた 巧 審の輯 度と い 
ふ ものは •大した ものでは をい とがは 考 へた。 この 考 へは •しかし 》 非常なる 誤りで あつ 
た。 わう した！# ♦の 目的と いふ ものは •一が の 人々 を あ 怖に 陷 入れる V とに わつ たの だ。 じ 
の お、 K ィツは 確かに 巧 功した。 そのを •われ < は 到る ところの 村* で •ドィツ人 やべ ル 
ギー人の巧あ巧を巧見したのでわる。 . 

かれら 第五列は、 ホ 初の » 巧が 巧 下される やる や 住 巧连に 巧つ て、 

「いまのう ちに 避な せよ！ このが は閒 もを く 大な擊 により 破 おされる であらう。 飛 巧 巧む 
をから 巧る ものは •ダ シ * タポ である。 ゲシュ クポ がポ ー ランド 人を 如 巧に ホ 巧つ たかを • 
われ < は よく かつて わるは ずでは をい わ！」 J • 

化 巧ち それが 巧 あ 列と 知らず して •つい 夕を がけろ このを 慌は 忽ちが 巧を 巧に 化染す 
る。 がち、 な 酉か師 •町が 人 •みんな 一巧に をつて 村を 立ち退 < 。それは 巧くべき ホまで あ 

. 一 » 拥職 ホと ラ デ ホ 栽 
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.ナ ♦ス のかを 巧 巧 

ミ。 道踞 とい ふ 道路は 避— の豬で 巧れ てね' る。 1 中が 1 
ま 走と いふ ことほ ど缓 しみい 矣は をい。 7 ラン S 截 におを おした こ 0 巧の やうに 
おし 寄せる 駐 驚が •他い 町まで がるち 忽ちを は寞 して •更に 大を なおと なつて 蜜 
す ミた^^ の 巧が 化 兵 曲ろ わの やうに 見事を 舊で 第一 日を 的を した 裏/力 關も 
無く •この 巧を する 輕巧 おにを < お 推き が とれな くを つた— 

叟 政に アミアンの 給が 破れた 時で すら •この やう 衾を 態は 見を を 0 ち餐で 
わら ミを は一义 一四 年 ミ も 恐怖が 蒙に 增 大してね たからで をる。 約 巧に 操り ひろ 
けを た 相— い •わ 異義の 恐怖を を、 る 話が、 すべ S 人* を 燃ぇた、 サ •その 尘 
地に 深い— を 持つ 人まで ち 測り 知を い 怖し さ •危 ft 通れ 去らう とした からでを 
ろ奠 巧に ち 何の 情報 も 知ら さを 泰營 若と 稱へ てわた •農夫たち の 巧に. か f フ 
妻と いふ も Q が •おくべ を 《 rK を ホ さちら したからで をろ ー レ 

ドィッ 送 化 養は を 望ず— 寞 0 がを 迫つ て 最少 0 涅を曼 曼易裝 をを 

推 
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ホので あつた。 ドイツ 巧の おを おがな 異 とか 巧を なて 誇大に 傅 へられた の も t の 巧で わつた。 

五月 +日 留巧 おが 
々 - H 二日 オランダな 巧 ロンドンへ 移る 
が 十五 日 < I グ陪を 

• 十 セ 日 ベみ ギー •フランス 茵 巧の マ デ ノラ イン お 化 
タ ホ ニ日 ド ー パ 海# 海岸が に 到達 

この 巧 進# を 前にして 流が の イギリス も 》 掉 ホと 巧が の 上に 打ち おでた 自己の 世み あが 勘 
巧し 巧く 運命を 巧 じたので あらぅ、 五巧サ 四日 r 大 を巧韵 記念日」 に 巧し 皇 巧は 巧び マイク 
のがに 立ち • 

「 —— かや われく は 化を 的 巧爭に 直面す るに 至つ ちみは ホ あにを 苗 巧に 語ら ゥと化 ふ。 を 
しこの 試 巧の 時に 際を して 巧が な 言を 弄する ことは を 巧 巧の がしない ところで あらぅ と 信ず 
るからで ある。 何人も 誤解が あつて はならぬ。 われ < む おが 冰 めて わるもの はが 出 的 征服に 
化 まらず •大 英巧阁 ぶび そのが つてぶ つ】 切の ものの 完を 且つを 後のを 化 服を 而 してを S 巧 3 

】 R 拥 > 爭とブ デ オ« 



ナチ ス のせを « か 

にはを 赏 S 態を 求めて わる 0 で わろ もし 彼等 《おわかさ 息ぶ が篡 せんか*^ 攀 はが^ 
來既じ 示した かを ありと をら ゆる 恶 をと 巧 あとを 输底 的に を 行す るで あらぅ 〇か く* 恐ろ へ 
を 計 菜が 人間の、 心中に をり 巧る とは われ'''^ の. がみに 信じ 巧ない ところで あるが しるしが 
ふ 時は 旣 におく に迪ダ 去つ ちを"^ 大巧 巧 巧のを 闊が にと つては •また 洞を 力と § を 
おず るを 世 ホの 人 ± にと つては かや 問 おは 明ら わで ある* それは われ^^を 掩の巧 巧の が お 

で わる 今襄爭 Q 器は 5 阿な-^ 雙が かさ 男む 一時 叟 おを 意 巧す る も？ はない。 

をれ は 現在 われ < のかる 化が の 破媒を •その-巧 墟い 上に 時 蜜の 巧 ひがさる ことを 怠 巧す る 
もので わる。 みは 今日 こ、 でを 2 お忆對 しこ 宗灼〇 新たなる 識見を 語る 0 で わる 一 」 

とな 送 •今み 乂玻の 里 大意を を强 調した ので わつた。 

しかも ドィツ 巧の 進# はな e なにして あ 巧 一一 十八 H 遂にべ ルギ ー 軍は 皇巧 S あにょ つて 無 
がかを を 巧を、 巧 か 巧の が 勢は もはやが ふべ くもな かつち レィノ， 佈巧 巧は とだを 树 
.巧に > 

「ベル ギ ー 皇巧 レオ ポ I ル ーニ 化は ペル ギ I なお 铅 みの 進す を 巧け てを じ す 八 H 午が の 時 W 



を •お 巧 お 巧を 巧を する ことに 化し •なにべ ルギ ー をが は ドイツ 带 にがが した。 如くて ニト 
八日 午が W 時 W 後は を W ベル ギ I 軍を 巧 待し 得ず •巧 佈贿 がむ みが 巧 止つて 對獨お 巧を 飽く 
まで 巧が する か 意で ある」 

と吿 げたが 》 ベル ギ I 巧 伏の 報が フランスち ホに 巧が にかへ たえ 望は 寄なら ぬ ものが わつ 
た。 この 衡動 5 が 中に わる フランス おに 對 して ドイツ 巧變は 巧を 逸せず が化勸 かの 化 送を 
邊巧 送出し •义 一方 イギリスの 利を のた わに フラン. スが 踊らされて わる この 巧 ひが フランス 
蜗 がに とつて をく 窓 化の ない ことで わると ホべ 立てる。 

ダンケルクに 包 曲巧滅 巧を お 間し イギリス 本 十： 上陡 作® が 巧の 氣 K を おせ > 一方 マ デノ線 
を 巧 破せ るが がは パ 9 進ずを 円 指す がかき ドイツ 軍 Q 態勢と この 化 送に ょつて 》 フランス 化 
府のホ か、 閣 おの 巧 論は を < 分裂 おな 狀態 におた ので わつた。 

しかも ドイツ 前 お 放送 巧は 餘裕 が々 > 巧乂 消ぇ やら わむ 巧 聽に日 •が > 米 等の 特ぶ ぶ. 
私 派 アナ ウン サ I を 招いて 生々 しい お擊 わ 巧楼 をを 巧 化を せしめる ので わつた。 

一 » 拥戰 争と 》 'デ ♦« 
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ナナスの 化 运«爭 


9 パ 


進軍 


I ■イギリス 巧 だつ て？」 ち ドイツの ラ ザオは 侵しい 口調で 青 ふ 「イギ ’スお I クつ 

た ひとつ Q 軍事 基し わ 知らないんだ 。 i 退と いふ こ' としか 知らない 会。— フラン 
ス 人は， 田 も 巧く •イ ギリ 乏お 聞に 勝ち誇つ たコ t 、 こ ケが證 をる のを 見る だら 

ぅ。 日く、 大 i — •響 養 一が’ f、 I が •勇—— ぉく 

乂 成巧裡 にお あを 完了せ しめたり 」 (モ ー ロ 了) 

この ドイツの 7 ランス 奧覆 放送は をく 義に 適を ち 

六な ち 1 アン 陡 巧は イギリスの 大陸 靈 おの •立 分の 四が 撤逛 にぶ かした と餘 らしげ に 
化 2 に フランス— チ； •ホ， ランド、 ノ ルウ r •オランダ： ヘル ギ 1 巧む 諸 巧 

と 同が •イギ 9 K 巧が sf してきを、 そして ミイ ギ 支から 奪な されて 巧く が 
をな 運命を 迦 るの— る。 が酪 なる •イギ "ス！ - 


—が 



しわ もを の イギリスは •嘗て イギリスの アフリカ 政策のは 巧と なつて イタリアに 化し 化 
I 去つ た* チオ ピアの 皇 巧を 》 自 巧に 保誕 ずる ことにょ つて ひとかど のぶ 證面 をして 化 ホむ 
を 偵なる 同 巧を 榮め •且つは 巧び ユ チオ ピアに 工作す る 除の 道み とした 如く •フランスの 化 
れ 去らん とずる 今 •オランダ か皇 をして 巧ての 卫チオ ピア 皇 巧の 巧 刹を 馈ぜ しめつ、 •フラ 
ンスに 代る イギリスの 防篷 アメリカを* その アメリカの 巧 論を 捏る アメリカ か 性のを 巧なる 
问愤を 貝 ふこと にょ 0 て 》 をた しめんと 畫 策す るので あつた。 

"ン ドン 放送局の マイクに 向つ た オランダ か皇は > ドイツの が 度を 呪 ひ 「が 敗る と雖 もや 
がて 巧 おの 日の がらん 迄 オランダ 巧肤は 光を わる オランダ お 族が 神を を 却せ ざるが I 」 と 
巧 巧 おじ 下る 放送を 巧つ たので わる。 

この 放送と 言 ひ •ホの アセ ニアが をが と 言 ひ •或はな 近では カナダに 避難せ る イギリスの 
ル单兒 堂と 巧阐 にある その 巧との 可 巧な を 謁化送 •これらの 目のと すると ころは アメリカた 
性の、 むを 動かす ことに あつたの である。 何故に 斯く アメリカの ホが を集熙 する^と 音へ ば 
In メリ カ Q お 巧肚を S 大半は 女變所 巧で をり •之を な*^ んが爲 にか 化は 常に 共同 规 がを 巧 

. 一 »拥* ホと ブデォ « - 


巧- 



ナ ♦スの 巧を « 巧 

つて 巧 論を をし •夫を 動かし •政治を あちす るに 至る ので ある。 

イギリスの アイリ カ 女 化に おする このが な 苦 也 にも拘らず •今 H なほ ル ー ズ ペルトが 巧獨 
或はが H 强巧 論を n にす るが なに •議 をを 取を き 或は 火 統領な 邸の 巧 困に 》 あられ もない か 
性の 參戰巧 おの 大 示ぶ 述 酌が 展閒 されて & るが 化で ある。 

フランスの お掛 をょ そじが がと 大陸 派遣 単の 撒 かを 餘る イギリス •反戰 デモ 巧り なる 
アメリカ、 この 谈な自 も ホ義阁 装が のか 裂が 態に 巧し •ドイツとの 聚密 なる 聯 巧の 下に 带戰 
的中 立を 持し つ、 わつ たイ タリ 了は •ドイツの パリ 進が とか 呼 おして 六り 小 日參截 をを 昔、 
六 H 十 H 〔《 I マ 發问盟 おなお。 ムソリ I -t. なかは 十 U 午を 六 時 (日本 時閒 +】 目 
午が 二 時) ラ デ オを地 じ イタリアの 多 巧を 中 かに 宜 明した。 おを ホの 班り。 

イタリアは ちがに ヒ トラ ー おが 0 かで 化 案を 受諾せ しめんと が 巧 か 平 かへの が 力を 巧 
わたが •今は すべて お效 にがした。 吾々 はを々 を络 おせしめん とする 地中 诞 Q 绒銷を 破 
らんとするのだ〇 イクリア闽ぶエ マ ヌ エ ルーご世は常にイクリアが盟巧ドイツ-^^^カサん 
ことを ホ 張して をら れた〇 
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このれ 送は 直 お ベルリンへ 送られ •か 巧 おがの スピ I 力— のが にげ ドイツ お腦 がの 人遂が 
A ソ j I -1 巧 巧の 一昔 一巧を も M きをす 走い と 巧 巧した 頻 をホぺ •进巧 < 人々 はがく も イタ 
リア 參 巧と 知つ て f に 溢れる。 - 

迫りが る お 後の 日を がに 人が も拓 ぇた •パリの 巧には レイノ I 巧 巧の ぶろ ながが がらに ホれ 

六 丹 十日 【パリを 同盟 至 念 報：！ レイノー巧相はイクリー參我のおに巧するや直ちに 
ラ デオを 通じ フランスを 因 巧に 巧し •フランスは 十一 H 午前 薄 時を 巧し イク リアと 巧爭 
化 態 にんる 巧を すした。 

六 日- 【パ 9 を间掛 J レイノ ー か 首 かは イク リ I 參載の 報に 接する や あちに ラ デ 
才を 通じ おが 巧爭化 態を をす •フランスを 巧が におし おのかを なのの がを をつた。 
「フランス 巧が を 終に 宜り徐 々に 後进 しつ、 わる 巧 • A ソリー ニ 巧 巧は 輿 如 フランスに 
巧し を 巧を ホ吿 ずるの 途を 採つ た。 チアノ かがは 卜 H ポンセ 大巧に 對し •木 タリ I は參 
巧に ょつ て 巧が 柜 巧の 葬 巧を 巧 巧ず る ものであると 新つ た。 フランスは これに 巧し いん 
- »拥 度 ザと ラ デォ巧 


巧 一 


ナチ スの 巧を 巧爭 

ぺを 言葉を 持たない 。しかし フランス' 离 巧ち 巧佛 蹄な がは 地中 诲 にわいて 化が ピづ 
れの地 巧に わいて ょ 〇 も强 力で わる ことを 知を た。 7 ランスは 今 痛 乎を 負ぅて ねる 
ことは 菊 食で ある。 しかし 案斷 じて 化けて ゐ るので はない。 巧 城して わるの だ。 地中 
海 じ おける 7, ン S 丘 ハカは •一言 ごへ ぱス ランスは かして 征服され ない。 7 ランス 
は綻 封に が t せぬ とい ふ】 晉 にを きる。」 ' 

刻々 に 近づく •ト ィツ 軍 Q 囊 •今や Jg て Q 望みは おを を」 了 • 5 臺 じがらん のみ 

六 巧 十二 曰 〔パリ 致 同盟】 「蓄 をに ィタ？ に宜戰 す」 と 十二 日 午前 六暮 地む 
ラ デオは 大巧 冒に 化 送し ち こと 程 ホ f 當 地の 不 巧は 巧 刻に なつて を 極の デマが 巧 
れ 飛んで わる。 S 瓷 は一餐 i を 巧 止して •ラ デオ化 送が 僅か 乍を おて わ ミ 
みだから •こんな デマ 化 送 もが 巧の 5 一巧を ちつて •あち ホ 闺參戰 のをは 街* をち 
る。 

一、！ 卜一 音つ。 原 田 參ホ官 含 •六を 一言 受】 巿內— お連當 がと なる。 
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ブデ オミ ラン K を 止に わたつ て 停止 さ •れち たくの 通信 もい つ 香 能と なる 力は 
かり 巧し。 

六 E ： 十腎 【 T ル發 同盟】 篇 困の 悲 f — にお ムレ ィノ 1 葛は まを 日 ル 1 
ズヴ ••ル ト 大巧 領にメ ，セ ー デを 送り •ホ 酉の おか 巧 助を 壽 したが •尘言 巧 ラず 才 
を 通じ r 養の 而 してを 後の 訴 こを ル 1 ズヴ -ご大 霞に 送り、 事 お 0 切迫に 装み 
急が フランスを 巧 化された いと 重れて*^ した。 

そのを を QS もを しく •た r 7 メ リカは ユダヤ人 0 が 産た る パリ 惡碟义 にょる 讀を 
怖れて、 フランス 政 巧を して 無 巧 ホた る ことを 宜霄サ しめんと する— 

パリ 陷 巧！ ペル リンの 巧 巧！ 

ムハ旱 四， 日. ご ハ巧呈 日報 S 再 巧の パリが 衡の禽 はが 祈し ち パリは 無が 巧 

番と宜 言され ち やがて 巧ぶ は 入 巧を 開擎 るで ぁらぅ。」 

お 利の 巧 S は 正午 ドィツ 巧 司令部 からを おされち 巧 巧は 誰も 彼 も 食 おを 拾て、 巧 

巧に 飛び 化しち 午後 一時 •ラ デオは 化ぇ ち 

一 »拥 栽 争と ブデオ 載 
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ナチ K のれを ホサ 
わが おは パリに 入が サ り！ 

アナゥ ンサーは巧小度も操おしち备ホ院の鋪は 1おに小化み閒になつて^^り巧いち 
巧が のを 浪 はおち お 乂な乂 おのかく を 巧に 廣 がつた。 

六户 ，十阳 H が授 ，ホ 巧 部 おを ホ 巧に お々 パリ 入 巧の ドイツ 軍 •をのを 尾が そだ 餅 巧け に 到 
速せ ぬ 巧 •放送が はが < も 巧！！ を 開 お •冗 午 巧 ダ旣に パリ 第二 故 送 おは ドイツ 前の 化 送を 閒 
始， ドイツみ典を巧は薄びと悲しがのな雜を1§^の夕鉛ずるパリのををホかくなむ 
六月 十 セ 日 フランス 巧 伏を 巧 荣、 

かくて ドイツは か 巧 倫 お 巧 小 四が に， 

「フランス お 内に あるす ベての 放送局の 化 送は Sft •これを 巧 止す > 非卜 ：： 巧 曲 域に わける ラダ 
才化 おの 稱閒は 後に なむる 則の 許可を おす」 

と規化 •ヨ J。， パに アメリカに •アジアに アフリカに 飛を つて ゐた フランス M はが 止 
し •巧みれ sjsesi にも 巧 巧が を變 ホの 時代を » したので あつた。 
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一一 世界 化を® 

■ 

1 新 秩序 文化 

巧 毎の あ ホ史！ 樓巧 化の 巧 ぞと巧 かの 上に 立つ イギリスの サ ホ まな •しかも イギリスは 
をのな 化を た 維 巧 ♦ん として 巧に 紫 案を 巧 わる。 嘗て 你 なの 乂 文化を 持ち 化 ホの 資 巧と 言は 
れ たげ 巧に 化む 人* は •今や 十一が を 巧 はれ を おたれ •が隸 が おに なれられ 化に がれる、 
おく 少 おの 上 巧 巧みので おのみが イギリスの 建てた 學 巧で イギリスの を 就 込 *れ> イギ 
リス 1 のを おとなる 。お « 人の 血を 较 つて 巧た K 巧の なのな 巧が の】 にも 當らぬ 金を W て 
を* たる 巧 おが •僅か 乍ら これおょ がしに 建てられる。 そして 言 ふ' イザ リスは が 度に 义化 
を 典へ た •と。 . 

イギリスが 巧せ 世 ホに 何を 巧へ たか。 文化を 典 へられ ホ 間を 巧 へられた と首ム 人が 居るな 
ニサ ホ 化さ 載 
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ナナスの 化を «爭 

ら 自らの 身を 顧みょ。 をの 文化は 蠢は 誰の なにが の爲に 望つ た 太で が S 人が 發 見し 
たと 言 ひ •ァぅ 奚陸も 塞の 諸 f 白人 がをおした とがへ る おち イギリスが 自分に 都 
合の い、 現 f 維持 せん ポ爲に 作つ た—— ゃ轉 際を が fi の楚ゃ 巧で わつ たり，' イネ 
リスのを めた 麗 がを 一生懸命 請 記す る ことが 地理で & つたり、 徒ら 忆お 式を なくつ たり 理 

論を 述べる C と 落で 管 Q を も菱曲 さを K も 管 寒ぬ こを 案を 分で わり •を 
問の ため Q 霞を ば 装 理と言 はれろ 雪は § 重 ミ 文化を 囊卞 t 巧へ る 
I イギリスの 裏を ち •この 禾 盾に 滿 ちた 世累 ザを 飽 く* でも 擊 せんとす— に 
巧 これな 玄曇も 無ければ •正しい 窟 も？ 4 た その 株な 現が を 打が せんとす る戰 
爭ょ をく 文化の 破途 でも わらぇ だが 巧 菱鐵頌 の 下に 峨ぐ幾 億の 客 民族を おちて > 巧 
びぶの かくが ける 太陽 文 S 下に 育まを する も 0 にと つて、 また 之と 手を 巧へ て ユダヤの 
金椎巧 栽ょ。 裳を 救 某'* に畏お 秩序を 打樹 てんとす る ものに とつて は、 その 様 方跋ひ 
こを が ホの 新しい 時代を 生み 剣つ てけ くを も 文化め で わり •舊义 化の 驚 的 巧を (巧 
きこを 同時に 新 文化 创 をで わる ことを 明かにから ねばならち 


化ょ 夏の 葡を ち まが 妾を おしての 困 瞭说盟 化 退 •棄的 化 ホの 霎 •巧 巧 地 解 化 
の 養を •をして この 寡のを* たる 世み 新秩ホ 建設の 宜 言に 巧が じて 巧つ た ドイツ •イク 

リアの な設戰 を。 .•- * 
ナチ： ドイツが； ヤ 人を—」 • H ダ卞雙 化を るぶ した 時 •人* は ドイツを の 化 

ドを な钥 しち ガ がな 年後に をの 人* は ドイツの 新兵 器の 化 現に 皮を 巧 かしち おしこれ 

は黨 のみに 眼つ たこと ではを つち 凡ゆる S を寞 的な • A ダヤ 的な 現が 維持が 

ミのを 排除し •眞に ドイツ 的な •ドイツ 鬟〇蠢 0 ために 戰ふ •明日® ドイツを 隹設し 

得る 表 Q みを 求舊 つて •をく 新しい 力强い ドイツを を 創 〇 志て 巧かん としたの であ 

る。 このために ヒ トラ 1 ながは 宜巧省 文化 院に 命じて みお 巧の 綻密 なる 人 あ 巧を 作が せしめ • 

巧く も 巧 ドイツ 的 言動を なす もの •或は ユダヤ 系の ものには 一 羣も勒 をず 映 巧* 背 

•楽に もな 送忆を さ ミい" ふ 徹底いた •しを ドイツを 救 はんが 爲 K は 誠に 當 がな 碧を 巧 

つたので あつた。 • 

この やぅに ドイツ Q 支 化 統制は ま 米 整 ホを 打诞し •正しい 新しい をを 生 みぞて ん车 

ニサ 巧な を 《 - 


•ナチ ス のせを 度爭 

る 巧 ひで わつ た G で わ 0 て •何等 0 方向 もな く •正 K 窒 S 時た 護」 了ち b ホ 巧を 
てが しく 生を 3 れんと する 是を 化ら に 抑 度」 •英米 冀推& つて 0 み 辛ぅじて 生かを 
巧 おする 現 化が 持 的を をを 的を ホ 巧た 持つ たものを ちが せんとす る 文化 かがとは を < おつた 
ものである ことを 知らねば をら たで 

銘紀サ す •巧義 世 ホに 在つ て 養 的な もの、 を 的な もの •を 等は この 窒 巧の 啟の 
中に 泡 ホ 為< 消畫 つて 巧く をち をを •を も沒巧 的な も？ わる ことち を」 て 今 こそ 
をし ま 塞を 巧。 巧に ホ S 時を 護卞る K おる W わしい をを 了 新 お ホ 莫を巧 ひと 

つて 巧 < ベを 歎 寒 にがてる 時代で ある こと •を。 

正しい ラデオ 文化とは その 巧 ひを 巧つ て ゆく ことで わる 0 

♦ 

2 B 濁が 對 英米 

■ 

- 

巧が なおの 冀 するな 巧-^ は受 く 笑 葉れ を 局を 置いて が 化の 化# を 巧つ てむ 
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ちかしが 巧の w 究が 進む につれ て その 必 巧は 解消し ちが 化は をに をを 飛び 送 保の 巧に め 
て その 巧 力 畫がナ る。 この おお おの 出現と おに お 黄 惧巧ホ 苗 菜の 化 送 巧は アフリカに 》 ア 
ジアに •谋 ホに 恐 端を お 火し-化 送に ょる 化み 避が はぶ 別戰に 化ぶ つ ことお 年、； 既に i サ 
られ てわたので わる。 - 
今み の 化み 巧爭 がが 巧 地が か S 近 W たからが 巧 化が 化の おた 代への 化が 史的 寂 裳を がする 
かに、 日 巧 かお 英米の 化 送 巧 も アッ リカ、 西 巧 了 ジア 》 ィンド > 巧が •萌 アメリカ 等の が 巧 
化或は半が巧化がをもおおな戰場でぁり、 こ の巧送戰に於ても口獨がは今や^的な巧巧を 
示して ゐ るので わる。 が 巧が を转 たず 調は どが がに 巧が 地を 持たない 目 巧 かが •がが 化を が 
冶し まがして わる 漢ホ 側との 放送 巧 にがてが 化に が 勢を 川め るた 至つ たた この 點に新 おが 
とお お ホとの S 的な おを 的を 相違が 巧 的され るので ぁる。 

繰 巧して 言 ふが、 お ホ 的 近世と いふ ものは •がが 地を おがす る やその 文化を が ひが がをお 
ち 住 巧を おがが 態 •な隸 化 態に 迫 ひやり、 巧に その 曲 結を 巧れ て宗ち 言語 •悅 § ぶ 化が 
みる 化り 分 ミが レて 巧 取 ま 巧を W 化なら しめてが たので わつた。 從つ てこの 撰な 化 巧 巧 巧 
ニサ 界 化 》 «■ 
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ナ千 K のか 泛度ホ 

族に ラ デオを 巧へ ると 言 ふことは •英米 的 支配 おにと つては を < お 意 ホで ぁる 計 〇 でな くが 
ろ 不必要な 蒂 おで ゎ 0、 をが た 《此等 0 蟹地忆 設けを た 化 送 局は 驻に薰 蒙 人の た 
めの 窺と して •本閣 との 連絡 •化み が 巧の 報道 まは 彼等の 烘樂 慰を のな 閒 とし ミみ がが 
し •义 おく 一部 星 巧 上ぶ 階れ に菱的 知識を か 込む ことに 利用され た 巧ぎ ず •一九 一二 八 
年 (昭 か卜 S 年) までは イギリスの ラ デ ォは他 岗說は 一' 切 巧は ず巧說 のみを 化 巧して わたの 
で わる。 例へ ぱ巧 おの 如 < 人穗 •宗巧 ぶ 俗 •人が 等な てを 分離し 巧ぶ におぶ せしめつ、、 
みおの イギリス 人 及び お 巧 分での 吏 班を 可能なら しめ、 をの 言語に 至つ ては 化 わくみ がすれ 

ぱ なをが て數 ふるまで 1=1 分它 たを 地 長て 化 送を 行を とは •ホ づ蠢 0 霉に ま-^ む 
ばかりでなく お 近な 頭 しがつた 曾 語婉一 運動に 利 州され るが がみり > また 人 巧を 異にし 從つ 
でぶ 巧 方 かを 巧に すべを をが におして 夫々 適を な 宜が化 送を 巧ん ことは 常 波の 特?^ からして 
到底す 可能で ぁり •よ 巧 語に ょる 巧 送を 巧 ふこ ど 自身 蛛 にがお 巧 衆に が 族 意識を おかわで も 
肖 居ょ しめる ことになる 0 おつて イギリス 的が 巧 地 ま-がむ 策と その 化 送な 策の 一が する がは 
おち 何 上 ホ 巧は にを e イギリス 化が の怠敦 をが がける ことと をが イギリス 人と 木树 との 巧が 
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た夕 には 無く •舊墓 芝で 畫で を， 之が 爱ホ 夏卽 ちが 惡碧ま 愛志き 

巧决の おかせ 送の 木 巧の 准が であった 0 ‘ 

この様をィギ9ス0费放をにおし^^、 ィタ9 7がホづ7ラビ7說み送を省；リカ化 
が アラビア •西满 アジアから がが におる アヲ ビア 語族 •回が おにげ ぴを たのを 養り こ • 

が 巧 地 裳 舉益變 は 反棄養 等 S 導を 管 塞を 管 •累義 がなる 義 が 牽 

る や アフリカ 西 巧 アジア •塞 •か 棄の震 迫 巧换に 街して •、をの 各 巧 訊に ょるな 送は 
な 巧なる 璧襄化 送 巧‘ 端と 和俟 って 日々 に 盛を なり、 巧に 口獨 かの 髮 
を おたか 日- 资 裳^が なの 择 びは 化に 裳のを をが はんとす るに まった むで あろ こ - 
の 新秩ザ 望の 進が におを なかを 説む おか 塞を せ設し •装 地み なお を 動けして 化ピ 
の-巧 巧を 試みて ゐ るので あろを して この 化 送 f そは 糞め 近 化ょり 蒙 序 世 ホへの 栽 
巧の お •けを なす もので をり-巧に 髮幕 ホの 盟畫 して •巧が 迫 巧 族の 乂臟 としての 円本 
の化鑛 C を • AJQ 奮を 掌 這 も 霎な營 を ： .UA 了ゐる C と 蓋らねば ならの。 

• I 

一一 化が 化を 《 . 
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ナチ スの化 送！！ 爭 


日獨 か巧乂 巧ぶ 巧 か 化を 資化表 

、 B 本 (一九 凹 一 年 五 巧) 

(霎柿タ ラソグ，ン、力-ルヵッ，、。。ンボ‘ポンぺィ、多. 

i け 巧 巧 巧 送 時間 (夏 構】 '巧 用 拐 

望 、ビルマ お、 ヒンズ 1 巧 


ル 


JZK 

JZ3 


巧 0 • 〇〇 — 巧 一 •五 五 1 巧 結、：：： 末 語 


第一 送信 
巧 一一 送信 

丢 巧蕃】 テヘラン、 パク ダ 1 ド、 アデン >メ ツカ アンカラ 
!., - アラビア お 

巧 一 ぉな JZK 一' 前 二 .00 — S 1 •ミ 0 
巧 一一 送信 JZJ 一 


'フランス 話 •巧 巧 


— nr ,, •口！ ツパ ¥一 ( ま— 巧べ ミ、；： y 、 i y 

- -ード イプ 巧 •イタリア 巧 

巧 一 送信 JZJ I 前 四 ら〇 — 前 セ •ミ 0 I 英語、 フランス お •日宋 巧 

を 一雪 至 弓} 


一 (.ま 累 ホ】 ィキ シコ •プ うス； レス、？ す デジ- ヤネ： 


—so 




巧 r 舊 
き 蚕 信 


JLU 

JLG 


4 


前 八 *00 —— お 九 


吉〇 


1 スペイン語 
ー ポルトガル 班、 H 本 お 


0 ホ 巧 (ま 巧 ブエノスアィレス、 リオ デ ジャネィ-口 

、 

後 ホろ 〇 — 巧 セ ろ〇 スペイン語 •ポルトガル語、 n 木 巧 


第 I をな 


- Z J 


化 ホ 巧 巧 向 (ホ お 捕巿) ユ J ョ I ク 

I 前- 0 • 〇〇 — 巧 一二 • 〇〇 巧 お •日本 R 


免！ 送な 

驾一 送信 


JLU- 
TLG 4 


化 米 西部 巧 (ホ 巧が 巿】 サン フランシス n 


巧 I 送 倚 J Z K 1 

き 蚕 倍 JZJ 一 8 ニニ 0—§ 60 巧 括. 目来裙 


7 


巧 一ぉ倩 


巧 (まがが 巧) ホノルル 

一 

JLU 4 巧 flTIlIO —— 巧 お • 己 0 . 巧 お* 口末活 


ま 拥ニユ ，ジラン ド 向 (ホ？ ^^巿心 シ ド-一,、 ィル ボルン •ウェリントン 

二せ ホ 化を 《 • 
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ナ ホスの 化を 巧 巧 ■ 

巧 一舊至 J を セ ニーー〇 — を 八 •一壺 英 器、 妄活 


ま 

が 

m 

i 

な 

が 

5 

信 

南 

巧 

ま 

倍 

前 

巧 

巧 

i 

な 

J 

ま 

，巧 

巧 

‘幕 

1 向 

-T 


向 

J 

1 巧 


广 TH 3 - WT 、 fj il . 、 

{支が 巧が お •跑東 お •願 唐 語 •ォラン 
ZK 化' <*00 後】 一 •一一】 〇 t 語 •マレ— 語、 塞 S 、 口 ま 2 


ZK 化 ホ • 〇〇 — ■を 八 •• 〇〇 日本 お 
(お 巧 巧巿】 バソコ ツク •サイゴン、 廣東 .マニラ 

? を 八 • is i 後一 一 •四 〇户 まが®^ 能 > 藥 語 •護 酷 

- VW 3 後一 〇ろ お I 後一 一 •四 0 ー フランス語 •タイ お •日本 截 

、お atss が'^ 巧ち •マニラ 

- OAK 2 を 10 •一画— 巧 111 五— 囊語 •巧据 


巧 一 送 倍 - 

化 に寒巧 巧 送 局 •巧 ま 巧 送 局 •满留 巧 送 巧 も ホ じ 奠巧か 巧 f なす。 


二 •ぶツ 


九 四 0 年 七月〕 


ダ 
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方 向 巧化§ 
ID JQ 

東アジア l?w 

户 > . — r — ィ 


南アジア 


D JE 

D JB 
E J A 
D J H 


D JL 
DJD 

ア フ リカ - Q J t 
か JX 

V-C 

PJQ 
D JP 
D JE 
D JW 

巧 アメリカ 


な 送 (中 時) 化 用 巧 巧は 合計 十 ヶ巧お W 上 
と • 00 — 一八 • 00 

•セ • 00 — J 0 • 00 

10 こ 110 1' 一二 •五 〇 , 

と • 00 1 一八ろ 〇 - 

^ • 001 5 • 〇〇 

1 0 • H 0 — 一 < ろ 〇 

セ.。 0 —— 九 .〇〇 


吉〇 

1110 

四 0 —— 二 111 *1110 


一と •巧 0 —— ニー ーー 
i セ •四 0 —— 一三 一一 
ー セ 


一九 •巧ぶ — 一一 111 .11 一 0 
一号 •お 〇 1 四 60 

一 一吉 •五 0 —— 巧 *00 
i- 00 —— 一 お •一 お 
一 一己 •お 0 —— ホ ，〇〇 
二吉 •で 0 —— ホ *00 


一一 化界 せを 《 
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ナチ K のが 送巧带 


PJQ 
D JP 
D JR 
b JQ 


DJI 
D Jz 

北アメリカ ー UJK 

PJO 

DXH 


巧 *001 六 *00 


巧 


一八 


■六 
.六 
0 一九 


00 . 

五 0‘ 


ニニ 

二兰 

一宣 

吉 

ミ • 00 


so ニ ハ 

お 〇 —— 二' 
お 〇 —— 六 
一 五 —— ホ 
‘八 


00 
00 
二 五 

〇〇 
〇〇 
〇〇 
〇〇 
00 


化 こ中披 による 3 1 ロツ パを 巧 語 二王 1 ス ぶ送述 巧け はる。 


=1 •ィダ リア 〔一九 四 0 ザ 六月) 

方 向 S ' S 巧が 
1 (I2R03 】 

太 ゃ洋諸 因 向 一 it ; 目 t 
112 R06 J 

て 1 R 02 1 

ブ ランス Rg 巧を 一 t 
112R04 J 




巧 お 時間 (中！ 準 時) 
夕 CQ — 八 こ S 

九 •己 0—— 化 •内 お 


帮巧お 

巧 巧' イタリア 巧 
ブ ランス SJi 



を 一 送信 rzRO * ^ 一 0. ミ〇 — 1 0 .おお アラ ピア お 
I • 112 R08 I i 


アラ ピア 巧 巧 向 


巧 二ま 巧 


IIBA 4 
12ROM 
I ; RO ほ 


A •一 五 —— .一平 10 アラビア 詔 


華 マレ 


.、西！ 嚮 「^06 中 

11 2 R 08 } 


一 *8 — 二 一三 五 


ホラン V 巧、 n 末 転 

フ ラ 

ンス 語. イタリア 霜 


在かィ タリ T 入 向. 


1 1 RO 2 
I V-R04 
I 2 R08 


己 •一一 0 — I 四 •四 お イタリア 洁 


スペイン 向 



巧 

i 

m 



1 

I 

1 

R 

0 

3 

i 

I 

M 

1 

I 

1 

R 

0 

1 

1 

2 
R 
0 
8 

1 

2 
R 
O 
4 


巧 •巧 お —— 一 お 60 スペイン 巧 


九 •四 一 — 一九 •五 凹 スペイン 巧 


二 A ホ 化を 《 


化 



• ナチ K のが 送が 带 


-I1R01 

I2R09 

- . - 12 及 04 1 
、第！ 送信 B 。 ^ 
- 1 RO 8 ^ 


00 —— 一 •巧 0 


スペイン 詔 


だルト ガル 向 


一 五ろ 0 — 一 置 こ 五 ポルトガル 詰 


一 第二 送 倍 


'12 R03 
I 2 RO 4 
I 2 RO h 
-1 1 RO M 


二三 一一 〇 — 1 一一 •四 0 


ポルトガル語 
イタリア 韶 


.と 

R 

0 

8 

Jt 一 

1 

2 
R 
〇 

4 

-% ■ ■ 


5 

• 

? 


1 

• 

五 

〇 


フランス 巧 •イラン 結 •ヒン ド 
スタン 語. ベンガル 語 •巧 お • 
イタリア 語 


巧 部 アフリカ 


、巧 I 送信 I 12 S 4 I ; ら Q 二 0 こ 五 

_IC 】 R06 1 


尸が 二沒巧 ニー. |二 0 1 一二. 四 置 


イタリア 活 

イタリア 語 


RO 


一 •一 
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東 巧 m , ロ ツパ向 (路】 • 

中西ヨ 1 ロ ッパ向 (路) 

110 •一 五 —— 116 ニニ 五 A 援 S 、 英巧 

.卜 .ル n 語 巧を 110 • 1110 — 110 •五 < トルコ 巧 

« 

ホん 向 (な) 

巧 一^ 菜 巧 (ホ】 

I 2 R03 
12 及 04 
I2R08 
I 1 及 〇 2. 

12 及 03 
化 ホ 巧- I 2 R 04 
^12 R0 8 

その他 ！8:*向巧送、 外^*^!^巧か；奪んゎ 
二 か 巧 化 送 《 



ラテン、 T イリ カ 及 
ポルトガル 向 



I -12 及 04】 

アフリカ 巧 • ザ 
_ 12 及 06 】 
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ナ * K の 巧を 戰ザ 
、イザり K (一九 四 0 ザ 九月) 
巧 一 送信 、 

巧 向 

ニユジ ー ランド、 巧 米 向 

凑讲向 

近東 向 

大洋 讲 .こ ユジ） ランド、! _ 
巧 部、 西が ァフリヵ 向 

カナ グ 西が 向 

を 一 送信 

アフリカ 巧 
カナ •夕 •化？ 14® 


ザ 出 巧 お 
GSB- 

- G S D 
■iGSB 
-GSF 一 

」GSC 

IGSP 

GSI' 
G s D ^ 

GSH 

^ G 8 P 

1 G 8 y 


巧 送 時間 (グ u 三 プチな 巧 時) 


巧 •五 お —— 八 •一 五 


四 •五 五 I 五 ‘11 一 〇 
クー 五 — 八 こ 五 


四 •五 五 —— 八 •一 五 


一 〇 •四 〇 — 一ー ニ •网五 
1 〇 •四 0 —— 一二 • 00 
一二 •一 五 —— 111 一 •巧 五 


化 W 巧 おは 合 
計 十 セヶ 脚 お 


一 的 



巧义巧 GSI - 10 •巧 0 ニニ •巧 お 

- 

インド •ビル ►、スレイ IGSJ 一 一 〇 •巧 〇 — 111 一 •巧 あ 

IGSG 一 

w 巧 巧 度 巧 G 8 Q ニニ •四 お 一巧 -00 

か ホ 向 08 T 一 〇 •巧 〇 一 互 •阿五 

窒 裏な 

a 束 向 lofi 一四 60 — 二<こ110 

ィンド、 ビル マ> マレ ィ间 5*00 — ニ ハ .115 

アフリカ •间 GSV i 四 *00 一六 •四 五 

巧 ホ 巧 G ミー . 
巧 印度、 巧 茜 G 8 J - 5.00 1 1 ホ • 1110 

カナグ》化5|^ - GSV 

资 送信 

ニサ# なを « . 
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ナナスの かお* 爭 
ア； リカ 巧 

巧 巧 アフリカ.}^ 巧 

カナグ》 

T フ リカ 巧 
カナ グ •化 ホ 向 - 

巧 ホ 巧 
西 印 巧、 巧^ 

私 送な 

力， ナダ > 化？ K-e 

南米 巧 


-GSD 

-GRY 

」GSF 

1GS じ 

GSV 

GSC 
^GSD 一 

で 8 已 

GSF ^ 
GSP ^ 


」GSD 
"IGSC 
GSE 

gsb 

GSP 


ー ホ i 五 二 O •吉〇 
ー セ -00 —— 二 〇こ 二 〇 

j 六 •お 五 —— ご 91110 
一九 -00 —— 二 0*1110 

|1-九.00 —— 110 .ミ 〇 

一二 oio — 1呈《00 

H ハ •ぶ お — 一一〇 •己 0 
三 ハ •五 五 — 二 〇ニニ〇 


三 ハ •五 五 — 110 • 1110 

二11三1五 —— 二 ろ〇 
二1三 •二 五 I II， I 五 

1三11 •二 近 —— 二 -8 
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Esijr 巧ホ、 インド' 

ピル マ、 マレ 1 、 藻が 向 

窒 ハ： 53^ 

カナ グ ，化？！^ 

々ナグ 、西 SSS 

お 米 巧 
西 和 巧' 南米 •インド 

ビルマ、 マレ I .巧が 

左 •アイリ カ (-九 四 〇 年 六月〕 


108^1 こ 111 •二 五 — 二 ，〇〇 


i 

QSC- 

-GSC 

"IGSD 

GSB ' 
」GSB 
"IGSN 


一三 一 立 —— 四 •ミ 0 

一三 Hot 四 •一一 10 
一一 •一壺 —— 四 こ 一一 0. 


一三 一 五 —— 四 •吕〇 


( T メリ カは なを 巧な を自 にお かお 巧 巧 送を 巧 ふ。：^ には アメリカ お f 力を をいで ゐ 
巧 ホ 巧の みを 巧が する〕 


をれ を 


N B C 

ニ サ ホ 化を 《 


si 

WRCA 

WUCA 


巧 送 時間 (東部 爲ホ 時】 
ご： 〇〇 —— 一 五 • 吉〇 
一六 .〇〇 —— 一 *8 
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w 

H 

E 

C 


W W W 
P P P 
1 I I 
T T T 


一 o 九 


c 

£ 

C — 


WWW 
I. L L 
WWW 

000 


五 二 A 


8SS 0 SoS oSS 8^35:8 8 置 


ナチ ス のか 送 職 ザ 


6 E G 
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3 オリンピック か 送 

なをと い ムも の はかが になを局 て もおく設债が紀ければ間»に をらホ 、 i 
た 特に：^ 化 送に ぁつて は理 々のれを の 中から 一つの 放送 だけを 巧 か ♦るには が 桂の タカを 
がする も 0 でぁり、 こ I に 海外の おお 者な おの 問 唐が おめ て® 巧に なつて < る。 ドィツ やィ 
タリーむ^§^化をがみ化に夕勢を卜：：ゎてゐるのは. 一 つにはこのおを組がのミに巧るも 
ので & る。 - 

一丸 一 云 ハ 年 (昭巧 十一 年) •この 年 こそは ナチ ス •ドィツの 晒爭 巧み 巧 抑が 乂 がむ ホ 巧を 
見た 年で を U •今 ホの ボ I ランド おちに 巧 巧され たポー ランド 巧の 巧 時 巧 巧には 『一九 
二世 せを >> 
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ナナスの 化を 度 ホ 

111 六 年」 の 年號が 印刷され てわたと 音 はれる。 このが ベルリンに 開催 3 れた オリン ピ ，ク觀 
まも •ヒ トラ ー おがの 綿密なる 巧腦の 中に あつて は •正に 戟爭國 おお 制お備 む】 部を なす 計 
晝に 他なら なわつ た。 • 

を 力を 巧げ て 岡 ふみ 固の 代表を •之を 钻 日げ かさず 氣 、むにな 察する ヒ トラ I 德 がは が處に 
.をが 族 > 备齒 巧の 性裕が おも 端的に お現される ことを 知、 つて ゐた〇 チ 盾に 滿 ろた アメリヵの 
碟戍とお色人趣の ユネルギ》をみ徵しておをする黒人オゥ エ ンス、 入場まにナチスま化趙を 
なて 滿 場の 咕采 をを けた フランスの 若人い まか 何 •巧 族 巧 巧の 黄 巧を をぅて が 脚す る ドィツ 
ま手》 をして夕暮迫る巧巧場に化ホの運命を暗示するかのかく戰ふ日米の^跳， この日は 
か 巧を 邸に がて 日 巧 がに 重 お 協 謀 ！ H 巧 巧 おな 巧 —— が 巧 はれる 事に なつて 居り •ヒト 
. ラ I 緒が の おお 場 巧も當 がか 止と 巧 想され て おつた にも あらず 魚が は 巧 巧らず 焼 お 場へ* を 
.-,1 て 巧が 西 巧 •大 な： 脚 遇 手の 健 巧を 注 おする。 やがてを がに おつた 巧が は卽废 にが 共 協を に 
巧 怠 •なに 席 お的既 的の 基 巧は 谊 かれた ので ある •い ともお 逆 作に かを された をの 塞に 「巧 
にお 民む あ* の爲 に我ム ものは H 本を 乎の み 》 巧 わる 固 巧 こそ 巧に 倩賴 する に 化を とい ヒ 
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トラ|»巧の1がゎつたのでぁる。 巧に班お巧ルに1 された涯手宿舍は今お用お舍とし 
て •み 化から § 端に 巧つ て 致 かれた 交 姐 おはが 州 道 巧と して 利用 さたを た ドイツ 新 巧む 
• お 波 肖は 之を 巧を に 世み を 所に 派遣され 迦倩 網を を 備 すろ そして 化 ホの 巧 目が ペル リンに 
お 中した その 時に ドイツの 短波な 送は をの 趙あ をを 世 ホに 獲 巧した ので ぁつた。 

ホづべ ルリ ン郊かのツ H »ゼ ン妨化送お所をがえ* 殺お譜に—するお巧のま巧な送を世 
界 を 固に 送 化する I 方 •ホて ナチ ス化巧 地を 目を に鞋備 された おか 在 お ドイツ人 •ドイツ 系 
を 巧の 热 巧を リストを をと し* をむ 等の 人々 をえ々 Q 械 業に なじて し •巧 巧》 ホテル， 

/ .語ち 會な • H 琴 クラブ 或は 個人的 閒 巧を 姐 じて ご グラム •チキ スト、 パンフ レ， 卜 
等の が ホが •受信 巧 化資巧 •まは おかおが 曲み を 化が し •オリン ピ ，ク實 化れ 送で 獲 巧した 
巧 取を を 巧みに 化な 化して 了つ たので ぁる。 义 それ 等む 人々 を 通じてみ 插の調 巧 資料ず は 化 
治^を入手することに巧つておか謀報巧 (所説巧五列) を巧巧したのでぁつた。 

この 通信せ 送 巧が 今 ホの 巧爭 にか 何に 巧 » し たかに 巧いて はを 巧 化 おに 改めてが く必 おは. 

たからぅ。 

一一せ ホれ お 載 .ク 
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ホ ナスの かを 巧 ホ 

• 6 
9 

- 

4 イタリアの 巧敎が 指導 

一乂 一二 おが* ムソリ I 二が 抱く 大 n I マ 巧閣化 巧への 巧 ー ホと しての エチオピア 戰 爭か閒 
おざれる やイず リスは •その まが 下に あるを 通信が •新閒 •雜誌 等 あらゆる 巧 關を巧 貸して 
ながな 化を 世界に 撤 いたので わつ た。 —— その おおかみの 村 情が H ナオ ピアに がま U イ タリ 
アは をく 巧ぶ におつ たことは ょく 巧が 知で あらぅ。 も' して 说洲が お •支邢 ザ 巧が 巧の 日本の 

ぶ 立が おも イギリスむ ために イタリアと 问様 のぶおに 擅^れ たこと がが るで あらぅ。 を 

して この イギリスの 攻 がに 巧して イタリアは バリ. が 波 あ 送 所から みお 語 •就か アラビア 語の 
せ 送を W て お 巧し •アラビアの なち 巧な 速 動を 巧 助お譜 する ことにょ つて イギリスを# かし 
た 5 で わつた。 こ、 に パレスチナ 巧 姪が 化か 史の舞 おにを 踢 する。 

巧 ー ホ 世が 大駐に トル 3 が ドイツ 化に 參 巧し •地中 お 度び ス王ズ 逆 河を 巧ず る イギリス 必 
ルー ト はを 巧に がが したので わつ を •わくて イギリスは アラビア におし 當時 トルコ 3 支配 ド 


にみ つた シリア、 へ デ ヤス 化义 (パレスチナを をむ) に 於け る アラ ピ .ア 人の 巧ぶ を 誌め ると 
八 ふが 件を がて 一九 r 五 年 トル n にがが をな さしめ トルコの が 後を 衝 かしめ たので ぁつた。 
一方 一丸 一と 年に 至り ユダヤのを 篇別 を必 おとした イギリスは •バルフ* アル 巧を して n ン 
ドンの ロス チ*- イ ルドと 义沙サ しめ* § パレスチナを ユダヤ人に 與 へる ことを^ として 
をの 巧 巧を 巧た ので わつ た。 この パレスチナに 脚す る 二つの 矛盾した 約 巧の ま、 に 大巧は お 
了 •丄 かも イギリスは パレスチナむ 地 巧 的柔些 性 •ケル クク •ハイ フ ，閒 のが 油 お 送 吿化雖 
等の な 地から イラク > パレスチナを 遠 巧 お 治が とし •シリアを フランスのを 巧が 治が とする 
や、 アラビア 人 ユダ冲 人は 共に 巧激 .しん も イギリス はこの： 哄满 をお爭 せしめつ、 丈が を 巧 
けんとす る*】 化 S 六 年が が パレスチナを 巡る iTj ホの 閒 がは ホ 巧に が 化しつ、 をつ た。 なに 
イタリアは スペイン •化 アフリヵ •'小アジア > 巧 お アジア、 がが を 班ず る响 お徒换 0: 冉 桃が 
に化.リ‘ イボリスの^^ル1卜を地中诞. ス卫ズに於ておたんとし》 アラビア詔にょるほお 
化 送は イギリスの 化 蕾に もから ずなら 巧 巧を おめ、 やがて】 丸 が リビア 訪閒の ムソリ ー 
，二 巧 巧の お 史的 大巧 說が f される。 一 . 

ユサ 巧れ 送 《 
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ナナスの 化を If 争 

「ア ラビて よ！ 諸累の 堂は •中 货ョこ， パが •巧 かしを エジプト •ギリシャ 並に パ 
アジアの 斋を 中斯 した 時に •技 も - i な 巧 神と 岡 ホ じよつ て •をた 人 顧 0 偉大な 义化巧 
望 お 承し 妍巧」、 曼 3 i ， パ Q 近 梢勃是 おする 架橋 笑 業を なした？ わる。 我 
巧の 近世 ルネ。 サンス も— の 擧の义 化が ホな L ては をく 需 能で ぁつち ョ 1 ロ ッパ 
の 近 化— みは 冀の 文化 i によつ てが めを t た 《 I ろ 謂 ミ馨は ミ近化 ョ 
-ロツ パ Q 恩人な 誓を る こかる に 今日 •を S 君が、 ィギ 9 5 菌囊的 倍が と裘 

の 下に 巧吟— おを の茹 宵ち 31 口，. ハの 唯一の 基め たる 魂は 爲規 してきち ィタ リ了 
はか 卜 三の 魂のを に從 ひ、 ョ ，口， パ 諸 巧 索を 代まして > その 栗ち— 報恩の 蠢を思 
むせん 车ろ 敢然と 巧* は S の あむ 下に •アラビア 人の 靈爱る こと 窒 すす。」 

ムツ リ— 一一が そ 笑 アフリヵ. 主 雖の藝 として 建設し ち ビアの 自擊 道路 竣 まま 典に 
臨み 间 が徒賽 管 向 ミな」 たこ 0 護が、. 塞 わ 靈に乘 つて 7 ラビ X を 中、 むと する 
间が徙 面に ぶ へられる や •巧を 蓋を 地忆 ながと を 0、 ィギリス 2 管た る お 油 おを 管は 
をを、 ィギ至 系放喬 はまを 投 ぜられ •化 送 中 辕は切 ミれ る 等？" か 巧 f 
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で巧はんたのでをつた。 この议み巧巧0披閒と同時にイタリアはオルガナイザーを回が徙柄 ， 
に娘おし^ iI 己の g ¢ s に化がして巧つたのである。 . 

こ S 攻勢に 堪へ 兼ねて イギ^ス 短波放送は をに 化が を 巧つ て アラビア 語 故 送を 開始、 イ • 

ルサ レムの イギリス 系 化 送 局に 中 沿： 冉化 送を むはし め、 之を 巧を に アラ ピア 人に 受信 巧を 巧 
ど 無料で 提供し お 取 おを 獲得 せんとした のでを るが、 アラビア 人は この 受信 巧を 巧 ひて 獨 か- 
の 化 送を おおし だお閱 かに 利用ず るに おり •イギリスは をく 周章 お 巧 このを お 機の 回 收を巧 
ふとい ふ巧樣 であつ た。 

一方 ユダヤ人は 化 送 船を なて パレスチナ 巧 岸のを がょり が 巧 巧に 巧 アラ ピア •反 イギリス 
の 化 送を 巧 ひ ユダヤ人 巧 巧を 巧つ たと 巧 へられて わる。 

かぐて イタリア 並に ドイツの 西南 アジアに がける 蕾 蚊のを 力は かや お 弱 巧みを 示さん と 
ずるに 至 〇 •この 上は 凹が 徒 巧の 動向を る 後 的に 化を 化せし むる であらぅ がの お泮 並に おげ 
から 西 お アジアに 至る 巧 お 徒 線に 對 する R 本の 速 如なる 做き かけを 俟 つの-か であろ 一 

巧 おの 阻 マホ メ， が 望んで 已走 なかつ た アラビア 人の 救 巧は、 今や 円本の 化み 茲 なにょ 巧 
一一せ ホ 巧を 巧. 



ナ手ス の 巧を 难ザ 
つて 巧め て 巧され るので ある • 

5 中南米 化を 戰 

『 1 アタリ々 の お 巧 ホ A 的は 教巧し •ドイツの それは 巧 加し つ、 をる。 ドイツ CHBug が W 
が 良くて 巧 おが ぞいと いふ 巧もガ けで な <* ドイツが > われ 括 讯をま 巧の ぶ ひを 巧に 
さへ が i しい 巧た を 巧へ て わると いふ ことは 巧く ベを ことで ある」 

と アメリカ人が ドイツの お ホ 放送の 怖るべき ことを 說 いてむ るかく > ドイツの ま# E 巧 
化か 巧は オリン ピ ，ク をが をに 夕 くの お 取 ホを 巧 巧し > をのが 巧は 至大な ものが わつ た •こ 
巧 他に 巧が は々 トリ， ク がを のが ホに スペイン 戰 ホを 通して スペイン > がルト ダルの 系 巧 
—— それは 十五 世紀 W が 萬 ホに 夕乂 の 勢力を 巧して ゐる i を 想り、 ホ々 とそむ を 巧 
みて 巧つ ホので ある。 ’ 

化 巧で も 亦 英米 眯 をは 完 をに 立 g れ •南米 9 マみ なをが へて 巧つ た アイリ ヵの ハルな 貧ち 
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「巧 裳 巧 おのが ましから ざるが なから 甫 ホな 財を ホ ふため、 アメリカは 近 化の 十す 巧を を さ 
ねばならの •凡ゆる 文化と を かの 稱 がを 動 肖して、 — 例へ ぱお巧 •な 治 •文明 特に ラず 才 
を — 」 

とお 調して このが 巧を 阿な せんと 巧 動を 閒 おした ので あるが > アメリカの ラず 才 はがつ か 
の おを を 化の おを ずる 所で あり、 み t の 利 おを 较 つて お 立し おかおの 巧 おが 伺 ひに が々 とし* 
統制 ある 强 力なな 化は アメリカ 化 おの 巧を のがが にも拘らず 中* 進展を なな かつち 次に 巧 
げる アメリカ 化 送说巧 ホの 論 そは •を 巧は 誠にが 靜に 都合ょ < おが 運んで ゐ るかの 橫に .見ぇ 
がら •をの 冀に アメリカの おおと をの 焦がが 明む に 感じられる であらう。 ‘ 
「アメリカは 本 がをお 足て か 热巧短 化 放送を おわた。 これを 意が 放送と いはう と--* J ス化 
なと いはう と •それともが 宵 化を 乃至は お 巧 化な となが さう と、 をれ は自 山で ある。 過去 二 
年 餘の閒 巧が 厢 巧が - r アン •アメリカ (中 巧 ホ：} 諸 闯の化 おみを か-みつて ゐ るとの 報 吿やあ 
肿 をが にして、 アメリカ人は フ ，シズ ム の大規 巧な ぶ從の 萬隣树 に及ぽ 卞が钱 につき 大いに 
なれを なして ゐ た。 併 しこの 閒 にあつ て アメリカ 化な がは 训 にながず •放送 設備の 強 設完が 
ニサ か 化 送 《 
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ナチ K のか 送！？ ザ 

に 巧め 》 試驗故 送を 巧 ひ 人 巧の 整備に 常つ てわた。 かりでは アメリカ のか 巧 向か 送 も 规に一 
人前と なりみ 闽の 南米 向 化な と紋 ホしても 化して 負を とらない やうに なつた。 將が八 お 提を 
がらんとの 现 在の プランから おへて をても々 巧 二 年 化の 閒 はこの 掠爭 はあり さう にんない。 

か國向 短波 化送義 一線に 巧が 闽が乘 掌 ことと なつた のは •巧が をの 他の 齒の巧 掌メ 
リ沪 にがけ るを 俾化 送に おが 焼かし ょうとの アメリカ 化 送み 側^が 力の お隆 では ぁる パ、 そ 
れは モン a 1 ホ 茜を がめ ょうとす るみ 城を がが うとの 惹 陶を趙 して おり、 獨 がの 檢乂 •をが 止 
めて ラテン •アメリカ 諸闽 にがけ る 質み 上の 巧が お 導が をが る 必要が 認められた^ら でを 
り •アメリカ のか 尚 向 化 送の 技術に 對し獨 かの みならず 歐洲 列强の 開始した 挑 巧に 巧 じた こ 
とに もなる。 义 それは アメリカの 菩鱗 政策と ホ 駒を なせる もので わり、 結局は 巧を のか 送禽 
社が 政府に 巧つて •化 おな 化は 彼 海のを 巧を 自 巧し 世 ホの 如何なる ところで も必 おな 所では 
アメリカ 政 おとおに デモ クラシ 1 のために 巧に 立ちが る ことを 詩 明した ことに もなる。 

それは 間接」 はみ 闻の ラテン •アタリ カ 巧 短 化な 送プ P を 調 あする とき 短波 化を では アメ 
リカは 獨ホ はての 貧 おた 望 一巧の 固で ぁるとの 報吿 をな 務 ちが 一年が に 巧 W した こち 巧 お 
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の 化送閒 題む 巧究 並に が 計 巧の 隻を 目的 车 る】 養 含を ル， ズヴ •ル ト大が 巧 力 巧 命し 
たこと •また 前 S 禽に薑 短波— 局 設是關 する 二羹が 謎を に 提 的 さわた ことな どに 
刺賊 された 結 巧で ぉる。 羹は いづれ も薑 0 墓 幕では ル 國向璧 に 常 ミが な 
く义そ Q 寡 もない 表と」 て捉 W された も？ をる。 そを はを を 通じ 了 聯邦 放を だ 
設ち臺 買が 7 メリ カと ラテン *7 夕 9 力に がける 隣 霧 聞と 3 曇 •理變 謹 じあ 
る ことを 强 調して わたが •闽巧 S 篡 S する 條巧も をんで わる。 これに 對ん 政み 方面では 
人が 巧 並に 政が Q スポ 1 クス マンが この 阴蘇故 送 施設を 驅 化して はま 派の ザ閒 "論調を 粗- 
に 至る だら ぅとい つて わた。 

二 r m 1 クが謹 W 下院議 2 マ ヌ王ル •セラ， 巧 並に- - r •メキシコ 州 選け 上院 謀 y 
テニス •チ* 1 ヴズ 巧は 昨冬 この 一 惡 案を 議 をに 提刖 したの 和 あるが その お 同 法案は 政が 
が！： 替 のか 送 局を かり 巧 辖の故 送 會胜と 就が しょぅとの 意向から ではな いげを 說 明し ラ テ 
ン •アメリカ 諾闽 にがけ る 器の 7 こシ 。幫 のがが にょる 塞を 消が すべき 何等かので 
おを 巧らなければ ならない と おふ からで あると 操 返して 述べた S あつちと いふの ち K 
ニサみ 化を 巧 
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替化 送み 化では か、 る 仕が を 十み に 化す ことが 化 ホる ものでは な < •また それ じ 適して ゐな 
いとおへ てむ たからで をる。 

そこでが 等は 政 おが 俾现述 啓す る 税巧化 送 巧の 設 なをが ホした のでぁつた。 セラ ー おはか 

な 施設 知お談 維持を お 3^ 巧の 手に を わようと する もので ぁり、 一方 チ* I ヴズ おはか お 施設 

を闽絲 省と 海が 大巧を 一を 巧と 卞る說 問を 巧を との 親が が禪の 下に おかう とする もので ぁつ 

た。 贿 法案 巧に をれ に 要する 豫 ながを はつをり と 示して はゐ なわつ たが、 途設巧 S 巧 萬 ホ • 

をれ にーヶ がの お常费 - H 巧 ホ 乂當を 計上して わた。 

淪带 おがを U をのが 卜： セラ I 巧は 巧 接 S 南米 諸閣 の 閒に おりつ t わる あるべき 狀 態を 說明 

し、 ドイツは 化な にがて お 巧 化を 化 持す るた めに 民 毁を投 ずる だら うわら、 如何にを をが わ 

るから とい つても 巧 巧の 化な か 社では 獨 逸に 打 勝つ ことは W ホない だら う。 規 波及び 强 力の 

お 化に よるれ 送は かや 巧 •か •ソ •日 等の 闻 なお 巧蜗の 常を 乎 巧と なつて ゐ る。 彼等は 巧 か 

な 計 語 的な 昔說道 断な デマれ 送に よつ て デモ クラシ ー と 自由 ホを とを 破が し 》 フ ，シズ ム • 

コン ミ ュュズ A ' •ナチ ィズムと いんす 正を だ 仰を かり >-げ ようと 化て、 ゐ ると » 吿 した。 

• 1 一 • 
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チ* I ヴズ 氏は を まり 化 巧を 紀< ホでは をい の だが •上院に 於け る*^ 巧 事を 負み の 巧 上 
ホの かくを ベた。 • ’ 

宗ホ 霞との 曇 裳の 巧 進は 是非とも 必要で ゎり •これが ためには 闽 をの かお 局に ょる 
のがを 上の お だと 化ム 。今 こそ アメリヵは 》 米 巧が の 中に も 南米 誠 巧を 理解して わる 人む わ 
る ことを ラテン •アメリヵ人に 示すべき がで ある」 と。 

がに セラ ー 並に チ ♦ I ヴズの 所 巧は おし 巧を のかな みかが 旣 にこの 月 的 速が のために 必お 
たな 巧ホ萊 にを 手して わる か •戎は 近いが ホに これを 實 巧に 移ず べき プランを 化 巧して むる 
とい ふ茹 度が をる わするならば 其んで この 法案を 输间 しょうと 述べた。 

ぉを 下院のを 貝な にこの 法案を 巧 化した 當時 • W 巧 化 おみ 社が 旣じ巧 陪が波 化 送の 設立を 
おへて むた ことを 贿 巧のう ちの がれ わ だを かしてむ たか どう^は 茄 だな はしい 〇义一 4 餘〇 
が 巧 法案が 立 巧され たを 時* 巧替化 おを なに か 巧 向 化な を おが 的に やらう との 氣 持が 殆どな 
かつた ことん が 食 かも 費ない。 けれども そ Q 養な 耗 はを Q 裡 CK 化 送を 巧 ひ’ 游 
^ ななの ために 下準備を して わた。 がを を 貝み が ホ 巧を 閒 おした 巧には すでに 同 計 巧は •试化 
一一 巧界 化を 載 
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されん として わた。 こんな 巧愤 だつ たから おを 故送會 化の 短波れ 送 3 全貌 がをお された 時 》 
下院の 委貝 達は 半 信 半が ながら も且は 醫び岛 はおち 結局 この 二 法案の お歲が 無期延期に 附 

せられる に 至つ たの も 不化議 ではない (中が 3 

ムッソ リ I 二は ひとり 南米の み をらず イギリスの お 治に だ對の パレスタインの アラビア 人 
を 煩 動したり •又】 方では スペインの フランコ 政 梢に 反 おする ポルトガル にお 吿を與 へたり • 
お裝 •近 おにが ける ち 闻の 勢力を 弱めょぅと したり、 すべてな 西に がける 作戰を 巧の ために 
イ タリ ー の 巧 送を 利用して わる。 

は 上の ことは ラデォ がな かつたら 巧 •か： 视國が 巧乂斯 困に 勢力を 巧る に 至らな かつた とい 
ふこと を忘睐 する ものでは ない が、 蘭 罔は お 米 巧 短波 化 送が 政治的 •經巧 的に お 利で ある こ 
とを ー ホ 早 < 認めた ので あり •旣 にわな りの 效 おを あげて わる。 — (中が) 1 ドイツ •イ 
タリー は 巧 一に 商 米に 地盤を がつて げり •巧 二には 巧を な 巧乂向 短波 化 送の 設備を 有して わ 
るから •甫 米に がける を 倩 巧の 所ち をが 巧 加 すれば 直ちに 巧 •がの 巧 力 もが 大 される 可能性 
が 欠きい。 おに 躲ホ とつて わる 方を が 誤つ てゐ たこと にち がつ くに 至れば 技が をな 善し ホ 化 
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を改 度す る ことは なかで もる。 だから 巧 •かり 短波 化 送は そのが 巧に あり •巧 鼓の あなの 上 
にか へられる 稱來の 巧 巧 こそ ホ 巧が 巧れ る必 巧の ある ことで わる。 

ラ チン • マぅ 力に 關 する も 三つ (開、 むを は ドィツ 义はィ タリ ふを は留 が一に なつ 
で 短波 化 送 及びを を 授ける を 現地で 俄いて'^ る 息 傳部貞 の 力に ょ。 中 •巧 •ホに がけ スホ 
闺の贸 易 上 Q 。， ダ， シ ，プを もが ひとる に 至る だら ゥ いふ ことで をる。 獨か團 と甫ホ 
巧 固の 寅痴 おはこの ー ニケ 年に 著々 お 加して 居り* たと へ ホ 固が 首 化で ある ことは 巧り ない と 
、へ少 くと も脊 威を ぅける 可能性は あろ 今】 つ おへな けれ ぱ ならない ととは 過去 十 •立ケ 年 
が 上に わたり •アメリカの 短波 おがは いづれ の點 からみても 時代 ちれ だとい ふが ましくない 
評判が ある ことで ある。 その S がぶ してを 當 であるか 巧 わは 训と しても •わぅ した 不 許が 
巧 はれて ゐる ことは •長波では 世み で ー ホ 進 ホして ねる とい はれる ホ 固に とつて い、 ことで 
はない。 ' 

アメリカの 諸 化 着 化は ホ 巧の 巧 信 •貿易 •お 巧に おする 挑戰 をを 託しち C れが ル閔巧 一 
化 送の みならず 闽巧化 送まで も 巧 ふ 國替化 送 局が 巧 巧る とい ふ 更に 大きな 巧 怖に 刺戟され たの 
二せ ホな 送 g 



ナナスの かを w 巧 

ため かどぅを 霉 S おにを せる が‘ た 美 巧な ことは 薑 放送で を找養 送で を ホ W 
固は 現を はか 闽 巧が 波れ なを 度 施 中で わり •而もが 一洗の か 巧 巧 放送を 巧つ て わると いふ こ 一 
とで ある。 施設を 改菩し プロを 完を にす るまでに は 二年^を 巧を 要した 力ぶ 推は 既に 识ホ上 
つて わる。 この 发 には +凹〇 放送局が 中 •甫 米む みならず 臟洲 、•複 東に 對 しても 短が な 送を 
巧つ た。 現在は なお 時 閒もプ "グラムの 內がも おく ほど、 が 張され、 乂ケ W 前に くらべ 殆どと 
卜 K ぺ ー セントの が 加を 巧して わる。 化 送な 六ケ菌 語で 巧 はれて 居り ラテン •アィリ カ •内け 
の 一一 » .-ス を どの 報 あ 化 送では アメリカが お洲の いづれ の 巧ょりも 上 化に 化して 居る。 . 

《下ち — 」 (M • E •トレ！ ン .1* 1 を 二八が) (化 送 满巧資 巧 巧 巧) 

巧く のかく アタリ々 を 脅かした 巧が の 放送 •アフリカに、 西 巧ア ジアに •巾 南米に 優 巧を 

一字を Q 臺 K •吾 日 まが 洋化舊 が 加は るが •裳のを は 霞 慕 送で 芝た 

' * 

るので わる 0 

そして 日本の 大萊 苗み 送 田 W 立 こそが 英米 眯巧〇 をを にを 後 的な かお 樣を 持つ ものである 
ことを 再び 盛拥」 Tf たい。 餐& らばぶ！ 巧 芝 そが 巧 米睐替 の？ 菜老 みぶ 的な 



N か 巧で & るが 化に。 

そして 巧 A が 今日 > お 舊兩巧 ホの 巧を 歷巧 的な 必が として おへる とき •葬 邦人の 化 巧 
1 一世の 化 巧 巧は ネグ B その他の がを 巧 族への 衡 まわけ •义 アジア 义 や洋幽 のを 面の 調ち 
巧 かとの お 同® 81 みの 巧 巧は 最巧目 巧の 俩煙 として 急 巧に 資巧 ミれ ねば をらぬ 。そして ラブ 
才こ をは •その 巧 _ なの 巧 おとして 用 ひられる と 巧 時に' その® ひ & して 新を るが ホの 巧 
をる 文化を 生み 化して 巧 < もので を けれみ ならぬ。 


% 


附 tt 

. V . 

晌 •錄 

吻 

1、 「巧 ぞ义 化」 巧る 化の 巧义， 

(昭和 + 四が 八 巧册】 日】 

戰爭 文化 宣言 

日 水の 化斯は 》 巧ソ 不可 おがめに おし •わ < まで 瞬が たる ものた るべき である •しかも こ 
.れ にょり 巧して •いかなる 不利を 蒙れる かを かを が靜に 判が せず 》 徒らに 無意味なる 不 をと 
困 化と 猜 おを、 機に 乘 じて •おが •放送す る もの あるを 巧乎排 ホね ぱ ならね。 

ことに • H 獨が 巧閒に 化々 たる ィギリス 系の お 巧-一 >1 スを > いかにもが 巧ら しくみ* K に 
報 逝し •徙ら に 人、 むを®^ し* あおせ しわる ことに おし 》 R 本は あくまでも 自らがず る 力 向 
にす 巧の 巧 進を おくべ. をで わる。 
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日本の 乂 迸は、 獨ッ 不可侵 僚め により •を t を 巧に！^ せんとす る ことは > かやが ふべ か 

ら ざる じと である。 —— ぶる をの お 能に よつ て 生じた る 事 おが、. 却つ てより 火なる がを を も 

たらす ことは、 巧 e 脖史發 おの トーに 化る ところで ある。 - 

今や ョ 1» ツ パは 完 をに 戰ホお 系に 入 OV をの 乂戰 のが 巧は •すでに 開始せられ •さらに 

■ 

大 なる 化を 的诞ホ も、 すで じ 時 H の 問題と して 脈 前に 展閒 する。 

イギリスは 巧ら の おみなる ルタ 巧が により-巧みに 巧 巧 L •お 利した るが 如くで ありな が 
ら> それが がに 巧 刻なる 巧 局に 迫りつ、 あるのを なる。 I こ、 にす でに イギリス いが 抗的 
か 交の 死が を 巧 わに 巧す ものである。‘ —— をれ が 老巧 なれば を 巧なる ほど* イギリス のぶお 
は 破が 的を 巧の 中に 巧みむ くべ をが 巧を お 巧し むくので ある。 

しかも この 時に おいて、 日本は •巧ら く おもが 靜に 化み 化が 一 {ホの 主据 的む 動を 范* と餐 
規 すべきで をる。 1 すでに 西な のな をは 》 刻* として •をの おを 3 時に 迫りつ、 をる。 こ 
0 時、 給 巧に 巧 去の 巧が のために 效び 巧く 彼等の 巧が の 誘 お 化 迷は さるべ をでは ない。 



附 ♦ 

—— をを ずぺを ものを して •惜しみな く沒 巧せ しめょ • 

二、 貝 巧々 巧 (昭か 十を 年 八月) 

英 因の 教 H 實が謀 おが おの 槪耍 、 

〔セ こ 一 化】 非 お 時日 本の 齡 かな 法捆 をく r つて 雄る ル 巧 謀 報 巧に 對し當 局は かおりを に搶 

ま 故を でち 支那囊 勃 S 來畜を 始&整 設が契 度 張 足 ぐら」 議報 おが 

謀が 巧は お 巧 •宗が •述信 等み 强 のが 热 おを 姐 じて な ホむ 假 •面の てに 巧妙に むはれ 嚴範圃 に 
义ん でね たもので いまお 风の 円本に 對 するな 巧 謀 報が おがい おおを 化る とみの 逆り?^ ある。 
(こお 質を ホが むな 耍內 軸の 下に かお 巧と-かん でが 報 巧が あり， が 報 巧の ドには 化 傅 • 
がが .w お备局 あみ 狸が 術 苗 おが ありぶ が W にはぶ がが 版 おには 映ぶ 課と 册小 課が ある • 
任 おに おする ぶな 3 ためには おにを 巧 部に 極が 課を おき 巧に 巧 継に な： 化 部を 掛 いてな U 英网 
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少化 化と 速 巧を とり 大巧 巧では 東京に 义 化巧究 巧と 情報 (息 化) 部を 思を レット マン ヵ 巧 配 
を おつて わるが •この 文化 巧究 所と 奠部 0 下には 很京寶 をを はぉ 養が 口 巧が の 
み， 的が がに 巧 巧、 關凹 巧が のをを 目み がわつ て それぞれ 常 巧に 從 事して わる。 

(二) な 巧 お 網 日本に おず るな 巧の 円 的を 大括 ホの 横に おかして ゐる① 日本が 巧 側に 參加 
して 參哉 する やうに 輿論を 誘導® H 本が 巧 か 側に 軍事的 巧 助を 巧へ ね やうに 謀く ③ 日本が 獨 
が 側に 物質的 お 巧を 巧へ ね やう 物な お出を を少 限度に させる の H ソ 不可侵が 約の 締結を 化審 
(一一一) 宜巧巧 巧 右の 宜巧耍 網 にがつて どんな 手 おを とつて ゐ るかを おる と 日本を 巧 側に 參 
加せ しめる ためには (ィ) 親ず 的^ぶ 巧紋 にがき かけ (口) 日 巧む 巧同提 巧が 萊巧 のぞを 性に お 
も必 巧で ある ことを 說き (ハ) 巧ソ換 近が 將が巧 曲に 巧 害を か 用を あぼす ことを 說 いて 円本を 
巧 巧の ぷ 巧の 立場に 追 ひ 法む 事、 义 日本が 巧 か 側に 軍事的 巧 かを 巧へ 《やう 導く ためには 獨 
I ソ巧定 によつ で 日 東が 裏 切られた との* 巧を を < さ to やろ •を 後む お 利は お 側に をる こと 
を强 調し、 巧 かがに 物質的 授かを 巧へ めた めには 獨が 側には おちされ たを 巧し か 必要がない 
晚 0 
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牌 ♦ 

が •巧 逸 側の 义讲 i ? なは す 可能で わりが 巧は n 本から 夕 巧の 构 巧を 麟 入して 居り 破爭の 進展 
•と 巧に そのを は增乂 する •文 口 本は が 巧 側からで ない と必 おなおを 巧る ことが W 米ない •が 
お獨 側に 构 質的 援助を 巧へ るのは H 本のが 义だ •とい ふが をな； がせ しん、 おを に H ソす 可僖 
お 約 締結 妨酱〇 ためには ロソ 問の おを 的な 命 •ソ 蹄の ル讓 ぶへの お 入、 中闽共 ホが 援助* 巧 
がい パな 等を 强調 ‘ 
(叫) ぶが おお 日本人へ のぶ 巧は I 板 大衆を 肖扬 とする 必 おはない ム して 北ち 》 票 巧 •化 
みの 上ぶ 階み み 首 巧 ホの 有力者 又は 中堅 か 子を 目樣 としおに お英 々でを 巧び 义わ巧 ホ •面の 
一部に も おき 如けが ホ】 化大 ホに 及ぽ さぅ とい ふ ホ かを とつて ゐ る。 

(.丸一な 巧の 方法 バンフ レット やニユ ー ス のが ホ •をを の閒催 •お 巧の が 給 等を 巧つて わ 
るか》 パ ンフ レット》 II ユ ース等もが語で聲いたものを》本人が巧ぶのでこの點を注意し輿 
が 巧 巧 中む のみを の 出 お 巧に お 巧 分子 化み いこと を お 棚が 侮の 巧を 化つて わろ 
ご ハ) 宣 化の 巧 おを 巧のに は巧铁 もが 大戲 のがの 巧 巧の な 巧 おりを かつて ゐ るので ながの 
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巧 巧は お 程で もない が- •前 裘〇 時代 ミく 知ら 嘉いゼ 木い！ ン 3 ンは藝 のが？ をけ 
てね る やぅで—。 蓄の薑 のの ぇ T ス需畫 みると 备種留 宛 約 一で 百倘人 宛め 
八 円舞 人 約 一一 音 章 •是 人稻 •夏と 新 ㈱ 謹 趙窝二 夏 十 •巧 校が 嘗そ〇 他が を 

巧な塞め百となつて巧り巧常髮曲/のが巧力はお进せない。 をに於ける蓄の謀蠻'^巧 
の 狂を 植 ともい ふ ミが 困 害 密雲は 非常に 夕く 商設 一一 貝 资堇茜 質 上の もの) 

協ち 化 樂が約 某 校 約 八 百 小 •が— 一千を なへ 巧川资 源變靈 法が 透 されても 是 

の— な 含 社 や 工場に 蓄 系を 本が 入つ てゐ るので ま耍 なを や 工場 のが 巧が がめ てな 法的 
に 知を てし まふと いふ 誅 で、 この 滞の 表と して 代表的な 語は 00 で簿 のをの 下に 
策飞 ホち 巧が、 大政に ぶ 化と ル搏 •仙ち ぁ古屋 •巧夕 にを 業が が ぁりこた まな 替樂 
啼 はを 闲に 一宇 ヶ 張 所と 更に 千奪ヶ 所〇販 裏を 逝 じて ゎら ゆる 謀 巧が 讓 され 化 
想 的 謀が が 巧 はれる の だ。 かつて この 巧 化が 窥囊 當時是 にがけ る 飛行場を 調が してな 一 
局の ながに 《れ？ をを 0 を •营 i 髮走必 f いふ 養で 合法的な お 巨0 下 K 巧み 、 m 

巧 錐 



附 ♦ 

に 巧つ てね る おが 法 目され る。 巧搏 にかけ る § の 謀報宜 化が を 一な する ためには#^^ 
依が の 態 巧を 一がず る么 おがわり 今 闽ホづ か 诏謀報 巧の 一部に 断が 下された 譯 だ。 
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巧を 丈 覃會お 

世界 戰爭义 學を集 を 二十 五卷 

* 第 一卷イ リアスて。 ャ戰 巧) ホメロス 
* 巧二卷 ギリシャ •ペルシャ 戳爭 へ ロド トス 
* 第ミ卷 ぺロポ ンネソ ス戟爭 ツキ チ デス 
* 巧 四を ガリア 戟記 シ—ザ 1 
* 第五卷 アイネ イス 8 ぉを 閣載爭 ー ヴてル ギリ ウス 
* 第 •ム ハを 口オ ランの お 0 が 聪爭) 

* 第 ふを |1«べルンゲンの歌 (中世 亞が亞 •な 緣じ戰 ホ) 


幸 


拿 


♦ 


第 八を ア—サ I 王物 还 s (時 古道 載爭) 

巧 化を おがまれた エルサレムち 製 タッソ— 
第 十を 英國 世界 征覇巧 曲 シ 王— クス ピ 7 

巧 ャーを 宗 敎載爭 ダ シミ t テル •ミル トシ 

巧 十二を 佛蘭西 王朝 戰爭 ミミ ユ •ラシ ィミ ミミ まク 
第 王 一 卷シャ ルル 十二 世 (北方 戰爱 ヴ ォル テ I J 
第 十四 ぉ 一二 十 年戰役 ま. シル ラ| 

.が ぉぉ エグ モン 卜 (か 蘭 巧ぶ 戰爭) ゲ I テ 

，巧 十六を タリスマン C ょ十麗 ホ) ス n •卜 
.ぶ 十と ぉ サルダナ パラス ミミが じ 政爭ー ハイ ロ. •ィ 
第 十八 卷 オット 4 大帝 C 神 盤 巧 馬 帝 巧 成爭〕 キ — ツ 


本 


米 


ホ 


本 


巧 十九 卷世 紙の 傳說 (人が 闕巧ぉ 詩) I 

巧 二十を ナポ レ ホン 戰爭結 的^; 

を 一千一を 壊 が (普 佛 .戰 ホょ 下一曼 •一 

望 十二 卷 ピョー トルと アレク セイ (觀) 

巧 二十 一二 卷. 巧が 戰爭 (上 •下 一 磊)、 

第二 十四 卷 第 I 夕歐 湘大戰 • 

第二 十五を 世界 變革 戰爭、 

圍 图画圆 

歐 州戰爭 文化史 歐洲 戰爭 經濟史 
歐渊 戰爭科 學史歐 洲戰爭 藝術史 
歐 洲戰爭 文學史 


ア ブト A •シンクレア 著淸 水- 宣譯 

新世界 交孽ぉ 

太 ザ洋を 巧んで •巧 か H 本と tr タヤ 的なる ち 米を 力との 決 度が 必巧 化される とき、 此の 宵を 
通して ユ V ヤ文を 巧のを おを 知る ことは •正に 寂を 巧い ことで ぶる。 

义巧は プロ パボン ダで あると ユグヤ 人 アプトン •シンクレア はを 驳 中る。 而 して ユグヤ の 
世界政策 巧 現の 爲め プロパガンダの 睛 かとして、 化 巧の 义學 おを 害き なほした。 而も 彼の こ 
のかて 自 々•か あ も ユダヤ 的な プロ パガ、 ング である 0 

これは 嚴も 新しい 觀點じ 立つ 化 巧の 作家の 傳記 でぁり、 新しい 形式の 藝 
術が 評、 藝術 化で ぁり， ル說 でも ぁる。 

四 巧 向 S •五 セ 八 R を？ 一田 八十な 
本文 芭十 i 目 - R 引 M 送 巧 •十 内な 
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戰爭文 學は眞 の 文化の 巧で ぁる n ‘ 

束宮は 巧技 的が 巧 観じ ホ 脚して、 巧の 义巧 としての 强爭 义單の 位® と 使命を 巧 化し •わ お 日 
本 巧 巧の 弦 ひとが とじ 化 巧 お 的 指 巧 原理を 巧へ て 純正む る 义學の 巧 蘭した る もの。 日本 义巧 
巧 巧を 提唱す るを ま 畢生の 巧 力に なろ ぁ 著 でんろ 從來戰 巧 义學の 巧 作と して 嚴 はれた もの 
お、 資は弦 ひの 巧 面の 中の お 息 巧な 巧な ヤ > 內 なをが む お 真の 巧 列で、 結局 戰爭を ほの 巧窗 
的を 巧を 巧技した もの •を ひか へれば おもょ < 度爭 H 的を 巧 巧した ものが みい、 この 反战文 
ちユヒ リズムに ホ 度して 巧 街 的な 神話の 巧ち 巧が 巧 巧の 叫びを 舉 げたの か 本 巧で ちち 

現 化は ぶじ 戰爭と 文學の 時化 だ U 






